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はじめに 

 

 

都筑区は、平成６年 11 月６日に港北区と緑区の再編成により誕生し、令和元年に区制 25 

周年を迎えました。誕生当時約 11 万人であった人口は、現在は約 21 万人を擁するまでに

なりました。令和２年３月には横浜北西線の開通を予定しているほか、令和５年度の開館

を目指した区民文化センター（仮称）の整備も進められており、発展・変化を続けるまち

です。 

都筑区役所では今年度、運営方針の基本目標に、「「つながり」「活力と魅力」「安心」を

実感できるまち、ふるさと都筑 ～区民の皆様と一緒に築く、都筑区～」を掲げています。

区民の皆様に一番身近な行政機関として、地域・団体・企業の皆様と共に、ずっと都筑に

住み続けたいと感じていただけるよう、ふるさとづくりに取り組んでいます。 

このたび、区民の皆さまの生活意識と生活行動を明らかにし、区政の運営や政策立案の

基礎資料とするため、本調査を実施しました。 

調査項目は、居住意向などの基礎データのほか、「災害対策」、「自治会町内会活動」、「地

域での支え合い」、「子ども・子育て支援」等について伺いました。また、新たに区民意識

を把握したい、「地域の福祉保健活動」等の調査項目を追加しました。 

最後になりましたが、本調査にご協力いただきました多くの区民の皆さまに、厚く御礼

申し上げます。また、この調査報告書を、都筑区と区民の皆さまの発展のために、幅広く

活用していただければ幸いです。 

 

令和元年 12 月 

 

横浜市都筑区役所 
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Ⅰ． 調査概要 

 
１．調査目的  

区民の生活意識や生活行動を明らかにし、その結果を区政の運営や政策立案の基礎資料とし

て活用することを目的とする。 

  

２．実施概要  

■調査実施期間  

令和元年５月20日（月）～６月17日（月）  

■調査対象  

都筑区内に在住する満18歳以上の男女個人（外国人市民を含む無作為抽出）3,000人  

■調査方法  

郵送調査（郵送で調査票を送付し、郵送で回収する）  

■調査内容  

調査票別添（120頁～135頁） 

  

３．回収結果  

■配布数   ：3,000票  

■総回収数  ：1,496票  

■有効回収数：1,496票  

■有効回収率： 49.9％ 

  

４．報告書の見方  

①回答比率（％）は、小数点第２位を四捨五入して算出した。したがって、回答比率を合計し

ても、100％にならない場合がある。  

②設問によっては、複数回答の結果、回答比率の合計が100％を超える場合がある。  

③グラフに表記される「n=＊」(＊は数字)は、対象の母数を表す。  

④グラフや表の中での選択肢の文章が長い場合は、簡略化して表現しているため、アンケート

調査票の文章とは一致していない場合がある。 
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５．今回調査の地区割  

前回調査（H27）では、調査結果の分析のため都筑区を５地区に分けており、今回調査においても前

回結果と比較検討を行うため５地区に分類した。なお、前回調査時点では「仲町台４丁目」は地区連

合町内会未加入であり、中部地区に分類していたが、今回調査の実施時点では都田連合町内会に加入

しているため、南部地区に分類した。 

 

表１－1 地区割 

地区名 地区連合町内会名 構成町丁（団地）名 

東部地区 

東山田連合町内会 東山田一丁目、東山田二丁目、東山田三丁目、東山田四丁目、東山田町 

山田連合町内会 

南山田一丁目、南山田二丁目、南山田三丁目、南山田町、北山田一丁

目、北山田二丁目、北山田三丁目、北山田四丁目、北山田五丁目、北山

田六丁目、北山田七丁目、すみれが丘      

北部地区 
中川連合町内会 

大棚町、大棚西、中川一丁目、中川二丁目、中川三丁目、中川四丁目、

中川五丁目、中川六丁目、中川七丁目、中川八丁目、牛久保一丁目、牛

久保二丁目、牛久保三丁目、牛久保東一丁目、牛久保東二丁目、牛久保

東三丁目、牛久保西一丁目、牛久保西二丁目、牛久保西三丁目、牛久保

西四丁目、牛久保町、あゆみが丘  

地区連合町内会未加入 中川中央一丁目、中川中央二丁目      

中部地区 

勝田茅ケ崎地区連合町内会 

茅ケ崎東一丁目、茅ケ崎東二丁目、茅ケ崎東三丁目、茅ケ崎東四丁目、

茅ケ崎東五丁目、茅ケ崎南一丁目、茅ケ崎南二丁目、茅ケ崎南三丁目、

茅ケ崎南五丁目、茅ケ崎中央、茅ケ崎町、勝田南一丁目、勝田南二丁

目、勝田町       

かちだ連合自治会 勝田団地 

新栄早渕連合町内会 新栄町、早渕一丁目、早渕二丁目、早渕三丁目               

茅ケ崎南 MGCＲＳ連合自治会 茅ケ崎南四丁目       

地区連合町内会未加入 仲町台二丁目、桜並木 

南部地区 

都田連合町内会 
川向町、大熊町、折本町、東方町、平台、長坂、仲町台一丁目、仲町台

三丁目、仲町台四丁目、仲町台五丁目              

池辺町連合自治会 池辺町               

佐江戸加賀原地区連合自治会 佐江戸町、加賀原一丁目、加賀原二丁目             

西部地区 

川和地区連合町内会 川和町、川和台、二の丸               

ふれあいの丘連合自治会 高山、富士見が丘、見花山、葛が谷                 

荏田南連合自治会 大丸、荏田南一丁目、荏田南二丁目、荏田南三丁目                 

渋沢連合自治会 荏田東町、荏田東一丁目、荏田東二丁目、荏田東三丁目、荏田東四丁目   

柚木荏田南連合自治会 荏田南町、荏田南四丁目、荏田南五丁目            

（注） ・自治会・町内会の範囲は、必ずしも町界と一致していない。 

    ・自治会・町内会未加入の地域については、地理的な条件や地域特性を考慮し、近接する地区連合町内会に組み入れることとした。 

    ・地区の名称は、各地区の位置関係を考慮してつけた名称であり、本調査の集計上用いるものである。一般に用いられる名称ではない。 
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Ⅱ．調査結果  

１.回答者の属性  

（１）性別  

回答者の性別構成は、「男性」43.7％、「女性」53.1％である。 

都筑区全体における性別構成は、「男性」49.3％、「女性」50.7％となっている。 

 

図２ 性別 （n=1,496）           図３ ＜参考＞性別 都筑区全体（18 歳以上）との比較 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代  

回答者の年代は「50 歳代」が最も高く 21.4％、次いで「40 歳代」が 21.1％、「70 歳以上」が 18.4％

となっている。 

                      ＜参考＞ 

図４ 年代 （n=1,496）              図５ 回答者の年齢構成 

                             （５歳階級別） (n=1,496) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜参考＞ 

図６ 都筑区の年齢構成（18 歳以上）と回答者の年齢構成の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

内側 都筑区全体（n=170,238）※推計人口による平成 31 年１月１日現在 

外側 今回調査（n=1,449）※無回答を除く 

内側 都筑区全体（18 歳以上）（n=170,238）※推計人口による平成 31 年 1月 1日現在 

外側 今回調査（n=1,460）※無回答を除く 
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（３）居住地  

回答者の居住地区は「西部地区」が最も高く 23.2％、次いで「東部地区」20.1％、「中部地区」

19.6％、「北部地区」18.2％、「南部地区」16.4％となっている。 

 

図７ 居住地 （n=1,496） 
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（４）最寄り駅 

■全体の傾向 

あなたの最寄り駅（もしくは最も利用する駅）はどこかという問に対しては、「センター南駅」が

最も高く 16.0％、次いで「センター北駅」が 14.8％、「仲町台駅」13.5％となっている。 

都筑区以外の駅では、「鴨居駅」5.2％、「江田駅」2.7％、「市が尾駅」2.3％などが利用されてい

る。 

前回調査（平成 27 年度）と比較すると、上位５位「センター南駅」、「センター北駅」、「仲町台駅」、

「北山田駅」、「都筑ふれあいの丘駅」は変動がない。 

 

図８ 最寄り駅 （n=1,496） 
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（５）家族形態 

■全体の傾向 

回答者の家族形態は「親と子（２世代）」が 59.8％と最も高く、次いで「夫婦だけ」25.3％、「ひ

とり暮らし」6.6％、「親と子と孫（３世代）」5.1％となっている。 

 

図９ 家族形態 （n=1,496） 
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■地区別に見る特徴 

すべての地区において「親と子（２世代）」が最も高く、次いで「夫婦だけ」となっており、これ

らを合わせると８割以上となる。前回調査（平成 27 年度）と比較すると、東部地区では、「夫婦だ

け」が増加し、「親と子（２世代）」が減少している。 

 

図10 家族形態（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11 ＜参考＞ 家族形態（平成27年度都筑区区民意識調査） 
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(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

ひとり暮らし 夫婦だけ 親と子(2世代) 親と子と孫(3世代) その他 無回答
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（６）子ども・高齢者の同居家族 

■全体の傾向 

家族に「子ども（未就学児）」がいるかどうかについては、「いる」の回答者が 15.1％、「小学生」

は 15.0％、「高齢者（65 歳以上）」は 26.6％となっている。 

 

図 12 子ども（未就学児）の同居家族（n＝1,372） 

      平成 27 年度都筑区区民意識調査（n＝1,410） 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 小学生の同居家族（n＝1,372） 

 

 

 

 

 

 

図 14 高齢者（65 歳以上）の同居家族（n＝1,372） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いる

15.0%

いない

64.6%

無回答

20.4%

いる

15.1%

いない

65.0%

無回答

19.9%

いる

26.6%

いない

59.2%

無回答

14.2%

いる

17.9%

いない

59.9%

無回答

22.1%

参考データ 

いる

18.7%

いない

59.8%

無回答

21.6%

いる

24.8%

いない

59.0%

無回答

16.2%
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■地区別に見る特徴 

家族に「子ども（未就学児）」がいると答えた人が最も多い地区は、「中部地区」の 18.1％である。
次いで「西部地区」が 15.1％である。最も少ない地区は「東部地区」の 13.8％である。 

 
図 15 子ども（未就学児）の同居家族（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族に「小学生」がいると答えた人が最も多い地区は、「中部地区」の 21.9％である。次いで「東
部地区」が 16.3％である。最も少ない地区は「西部地区」の 12.3％である。 

 
図 16 小学生の同居家族（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族に「高齢者」がいると答えた人が最も多い地区は、「南部地区」の 33.9％である。最も少ない
地区は「中部地区」の 19.2％である。 

  
図 17 高齢者（65 歳以上）の同居家族（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.8

14.3

18.1

14.3

15.1

65.7

67.1

66.5

58.9

67.1

20.5

18.7

15.4

26.8

17.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=283)

北部地区

(n=252)

中部地区

(n=260)

南部地区

(n=224)

西部地区

(n=325)

いる いない 無回答

16.3

13.5

21.9

12.5

12.3

62.9

67.1

62.7

60.3

69.2

20.8

19.4

15.4

27.2

18.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=283)

北部地区

(n=252)

中部地区

(n=260)

南部地区

(n=224)

西部地区

(n=325)

いる いない 無回答

22.3

30.2

19.2

33.9

26.2

61.8

57.1

68.5

49.1

60.6

15.9

12.7

12.3

17.0

13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=283)

北部地区

(n=252)

中部地区

(n=260)

南部地区

(n=224)

西部地区

(n=325)

いる いない 無回答
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（７）就労状況 

■全体の傾向 

回答者の就労状況は「正社員・正職員（公務員・団体職員含む）」が 32.1％と最も高く、次いで

「パート・アルバイト」16.4％、「専業主婦・専業主夫」15.8％となっている。 

 

図18 就労状況 (n=1,496) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区別に見る特徴 

地区別にみると、「正社員・正職員」は「中部地区」が 35.2％と最も高く、次いで「東部地区」

35.0％、「西部地区」32.6％となっている。「北部地区」においては「専業主婦・専業主夫」の割合

が 20.2％と他の地区と比べ割合が高くなっている。 

 

図 19 就労状況（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.0

30.9

35.2

29.0

32.6

5.3

5.5

7.2

9.4

5.5

7.0

4.0

3.8

7.8

6.6

16.7

14.7

16.7

14.7

19.0

12.7

20.2

14.3

16.3

15.9

3.7

2.9

5.8

5.7

3.5

16.0

16.9

13.3

13.1

14.4

2.0

3.3

1.7

1.2

1.2

1.7

1.5

2.0

2.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

正社員・正職員 自営業 契約社員 パート・アルバイト 専業主婦・専業主夫

無回答学生 就業していない その他
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昭和19年(1944年)以前

1.2%

昭和20～29年

(1945年～1954年)

1.0%

昭和30～39年

(1955年～1964年)

2.5%

昭和40～49年

(1965年～1974年)

5.6%
昭和50～59年

(1975年～1984年)

5.7%

昭和60～平成元年

(1985年～1989年)

5.0%

平成2～平成6年

(1990～1994年)

10.1%

平成7～平成11年

(1995～1999年)

15.6%平成12～平成16年

(2000～2004年)

13.0%

平成17～平成21年

(2005～2009年)

12.1%

平成22～平成26年

(2010～2014年)

12.7%

平成27年以降

(2015年以降)

13.0%

無回答

2.5%

２.都筑区に対する居住意向 

（１）居住開始時期 

 

 

■全体の傾向 

都筑区に住み始めた時期は「平成 7～平成 11 年（1995～1999 年）」が 15.6％と最も高く、次いで

「平成 12～平成 16 年(2000～2004 年)」と「平成 27 年以降（2015 年以降）」が 13.0％となってい

る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問１ あなたは、都筑区にいつ頃からお住まいですか。（○はひとつ） (n=1,496) 

 
図 20 居住開始時期 

 

平成７年以降に住み始めた人は全体の６割超 

昭和19年(1944年)

以前

1.7%

昭和20～29年

(1945年～1954年)

0.9%

昭和30～39年

(1955年～1964年)

1.9%

昭和40～49年

(1965年～1974年)

6.8%

昭和50～59年

(1975年～1984年)

6.9%

昭和60～平成元

年(1985年～1989

年)

6.0%

平成2～平成6年

(1990～1994年)

12.6%

平成7～平成11年

(1995～1999年)

15.1%

平成12～平成16

年(2000～2004年)

14.2%

平成17～平成21

年(2005～2009年)

14.2%

平成22～平成26

年(2010～2014年)

18.6%

無回答

1.0%

 

図 21 居住開始時期（平成 27 年度都筑区区民意識調査） （n=1,558） 

参考データ 



          令和元年度 都筑区区民意識調査 

13 
 

図 22 居住開始時期（地区別） 

■地区別に見る特徴 

地区別にみると、平成 27 年（2015 年）以降に住み始めた人の割合が最も多い地区は「中部地

区」の 17.7％で、次いで「西部地区」の 12.7％、「東部地区」の 12.3％である。 

平成 22 年（2010 年）以降に住み始めた人の割合でみると、最も多い地区は「中部地区」で

31.7％、次いで「東部地区」の 25.6％、「南部地区」の 25.3％となっている。 

平成 17 年（2005 年）以降に住み始めた人の割合で見ると、最も多い地区は「中部地区」で

43.6％、次いで「北部地区」の 39.3％、「南部地区」の 36.7％、「西部地区」の 34.9％、「東部地

区」の 34.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.0

0.7

1.0

2.9

0.9

0.7

1.8

2.9

0.3

2.3

2.9

2.4

2.9

2.0

4.7

3.3

4.1

7.8

8.1

6.3

2.2

4.1

9.8

5.8

3.3

3.3

2.7

6.1

8.9

8.0

12.9

9.9

9.4

10.7

17.7

19.1

15.7

10.2

15.0

19.0

12.1

14.7

9.0

11.2

9.0

15.4

11.9

11.4

12.4

13.3

13.6

14.0

13.1

9.8

12.3

10.3

17.7

12.2

12.7

2.3

2.2

1.7

2.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

昭和19年(1944年)以前 昭和20～29年(1945年～1954年) 昭和30～39年(1955年～1964年)

昭和40～49年(1965年～1974年) 昭和50～59年(1975年～1984年)

平成12～平成16年(2000～2004年)

昭和60～平成元年(1985年～1989年)

平成2～平成6年(1990～1994年) 平成7～平成11年(1995～1999年)

平成17～平成21年(2005～2009年) 平成22～平成26年(2010～2014年) 平成27年以降(2015年以降) 無回答
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図 24 住まいの形態（地区別） 

持ち家(一戸建て)

35.2%

持ち家(分譲マンション、共同住宅)

35.0%

借家(一戸建て)

2.5%

借家(賃貸マンション、

アパート、共同住宅)

23.3%

社宅、寮、公務員住宅等

1.3%

その他

1.2%

無回答

1.5%

（２）住まいの形態 

 

 

 

 

■全体の傾向 

住まいの形態は「持ち家（一戸建て）」が 35.2％と最も高く、次いで「持ち家（分譲マンション、
共同住宅）」35.0％、「借家（賃貸マンション、アパート、共同住宅）」23.3％となっている。『持ち
家』と『借家』を合わせた集合住宅の割合は 58.3％である。 
「持ち家（一戸建て）」と「持ち家（分譲マンション、共同住宅）」を合わせた『持ち家』の比率

は 70.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区別に見る特徴 

地区別にみると、「持ち家（一戸建て）」の比率が高い地区は、「南部地区」の 45.7％、「東部地区」
の 39.7％、「西部地区」の 38.6％となっている。「持ち家（分譲マンション、共同住宅）」の比率が
高い地区は「中部地区」の 43.0％、「北部地区」の 41.2％である。 
「持ち家（一戸建て）」と「持ち家（分譲マンション、共同住宅）」を合わせた『持ち家』の比率

が最も高いのは「南部地区」で 78.4％、最も低いのは「中部地区」で 62.5％となっている。 
「借家（一戸建て）」と「借家（賃貸マンション、アパート、共同住宅）」を合わせた『借家』の

比率が高い地区は「中部地区」が 32.8％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたのお住まいは、この中のどれにあたりますか。（○はひとつ） (n=1,496) 
 

図 23 住まいの形態 

 

 

 

「持ち家（分譲マンション、共同住宅）」と「借家（賃貸マンション、アパート、共同住宅）」

を合わせた集合住宅の割合は５割台後半 

39.7

31.3

19.5

45.7

38.6

29.0

41.2

43.0

32.7

31.1

3.7

1.5

3.1

1.2

2.6

23.7

23.5

29.7

17.6

22.5

1.3

0.7

1.4

1.2

2.0

0.7

0.7

2.7

0.4

1.4

2.0

1.1

0.7

1.2

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

持ち家(一戸建て) 持ち家(分譲マンション、共同住宅) 借家(一戸建て)

借家(賃貸マンション、アパート、共同住宅) 社宅、寮、公務員住宅等 その他 無回答
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図 25 住まいの形態（年代別） 

 

図 26 住まいの形態（年代別・平成 27 年度都筑区区民意識調査） 

■回答者属性別に見る特徴 

年代別にみる住まいの形態の特徴としては、「10～20 歳代」では「持ち家（一戸建て）」、持ち家

（分譲マンション、共同住宅）」、「借家（賃貸マンション、アパート、共同住宅）」がそれぞれ３割

前後となっている。「30 歳代」では「借家（賃貸マンション、アパート、共同住宅）」が最も高く

４割超となっている。「40 歳代」、「50 歳代」では「持ち家（分譲マンション、共同住宅）」が最も

高く４割弱である。「60 歳代」は「持ち家（分譲マンション、共同住宅）」が最も高く４割超であ

る。「70 歳以上」は「持ち家（一戸建て）」が５割超で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.7

21.0

27.3

34.4

39.6

53.3

32.6

29.3

37.8

38.4

41.9

27.9

1.4

0.6

3.2

3.4

3.5

1.1

29.1

46.4

28.3

21.3

12.3

12.3

3.5

1.7

1.9

1.3

0.4

0.4

2.8

0.6

0.3

0.3

0.9

3.3

2.8

0.6

1.3

0.9

1.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

(n=141)

30歳代

(n=181)

40歳代

(n=315)

50歳代

(n=320)

60歳代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

持ち家(一戸建て) 持ち家(分譲マンション、共同住宅) 借家(一戸建て)

借家(賃貸マンション、アパート、共同住宅) 社宅、寮、公務員住宅等 その他 無回答

33.6

21.1

29.8

35.5

46.2

52.8

22.7

28.6

37.8

36.2

38.9

26.0

5.0

1.3

2.9

3.8

2.4

31.1

43.6

25.2

19.5

9.7

14.5

5.0

3.1

2.9

1.7

0.4

1.7

1.3

1.0

2.8

2.0

4.3

0.8

0.9

0.5

0.3

0.4

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

(n=119)

30歳代

(n=227)

40歳代

(n=413)

50歳代

(n=287)

60歳代

(n=247)

70歳以上

(n=235)

持ち家(一戸建て) 持ち家(分譲マンション、共同住宅) 借家(一戸建て)

借家(賃貸マンション、アパート、共同住宅) 社宅、寮、公務員住宅等 その他 無回答
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（３）都筑区に来る前の居住地 

 

 

 

■全体の傾向 

都筑区に来る前の居住地は「市内（都筑区以外の横浜市内）」が 35.6％と最も高く、次いで「市外

（その他の道府県）」22.2％、「市外（東京都））」13.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「市内（都筑区以外の横浜市）」が最も多く、４割弱 

居住開始時期が遅いほど、市外（その他の道府県）の割合が高くなっている 

問３ あなたが都筑区に来られる前にお住まいになっていたところはどこですか。（○はひとつ） 

(n=1,496) 

 

図 27 都筑区に来られる前の住まい 

 

生まれてからずっと

都筑区に住んでいる

8.2%

市内(都筑区以

外の横浜市内)

35.6%

市外(川崎市)

11.0%

市外(その他神奈川県内)

5.9%

市外(東京都)

13.5%

市外(その他の道府県)

22.2%

市外(海外)

1.9%

無回答

1.8%
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■地区別に見る特徴 

地区別にみると、すべての地区で「市内（都筑区以外の横浜市内）」からの流入が最も高くなって

いる。「生まれてからずっと都筑区に住んでいる」という回答が最も多いのは「南部地区」で 15.1％

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 28 都筑区に来られる前の住まい（地区別） 

6.7

4.8

6.5

15.1

9.2

30.0

39.0

36.9

37.6

34.6

18.7

8.8

10.2

9.0

8.1

6.3

4.0

4.8

9.4

5.8

12.0

16.2

13.3

11.4

14.1

23.3

23.5

24.6

15.5

23.3

1.0

1.8

2.7

0.4

3.2

2.0

1.8

1.0

1.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

生まれてからずっと都筑区に住んでいる 市内(都筑区以外の横浜市内) 市外(川崎市) 市外(その他神奈川県内)

市外(東京都) 市外(その他の道府県) 市外(海外) 無回答
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■回答者属性別に見る特徴 

居住開始時期別にみると、「平成 2～平成 6 年（1990～1994 年」で「市内（都筑区以外の横浜市

内）」の割合が 43.7％と最も高くなっている。 

また、住み始めた時期が遅いほど、「市外（その他の道府県）」の割合が高くなる傾向がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 29 都筑区に来られる前の住まい（居住開始時期別） 
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ずっと住み続けたい

49.9%

当分は住み続けたい

33.7%

できればよそへ

移りたい

2.5%

よそへ移りたい

1.6%

特に考えていない

10.6%

無回答

1.7%

（４）居住意向 

 

 

 

■全体の傾向 

都筑区に住み続けたいかどうかについては「ずっと住み続けたい」が 49.9％と最も高く、次いで

「当分は住み続けたい」が 33.7％となっており、「住み続けたい」回答者は 83.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『住み続けたい』と回答している人の割合が８割超 

年齢が上がるほど「ずっと住み続けたい」の割合が高まる傾向 

参考データ 

問４ あなたは、これからも都筑区に住みたいと思いますか。（○はひとつ） (n=1,496) 

 

図 30 居住意向 

 

 

図 31 居住意向（平成 27 年度都筑区区民意識調査） （n=1,558） 
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図 32 居住意向（地区別） 

図 33 居住意向（年代別） 

■地区別に見る特徴 

地区別にみると、「ずっと住み続けたい」居住意向が最も高いのは「北部地区」で、53.3％となっ

ている。すべての地区で「ずっと住み続けたい」と「当分は住み続けたい」と合わせた比率は８割

以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■回答者属性別に見る特徴 

年代別にみると、「ずっと住み続けたい」は年代が上がるごとに高い数値を示している。 

「10～20 歳代」は「特に考えていない」が 27.0％と他の年代より割合が高い。「10～20 歳代」

を除き「ずっと住み続けたい」と「当分は住み続けたい」とを合わせた居住意向の比率は８割以上

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.7

53.3

50.2

51.0

51.0

39.0

32.4

33.4

31.0

32.9

3.7

0.7

3.8

2.9

1.7

2.0

1.5

1.0

2.0

1.2

9.0

9.6

11.3

11.8

11.5

1.7

2.6

0.3

1.2

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

ずっと住み続けたい 当分は住み続けたい できればよそへ移りたい よそへ移りたい 特に考えていない 無回答

28.4

39.2

41.0

48.1

59.0

73.6

35.5

45.9

45.7

35.3

27.8

14.9

3.5

2.2

2.2

2.8

3.5

1.4

3.5

2.2

1.9

1.3

1.3

27.0

9.9

7.9

11.6

7.0

7.2

2.1

0.6

1.3

0.9

1.3

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

(n=141)

30歳代

(n=181)

40歳代

(n=315)

50歳代

(n=320)

60歳代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

ずっと住み続けたい 当分は住み続けたい できればよそへ移りたい よそへ移りたい 特に考えていない 無回答



          令和元年度 都筑区区民意識調査 

21 
 

東京都内

27.6%

都筑区以外の横浜市内

22.1%都筑区内

16.6%

自宅

9.8%

自宅周辺の町内

4.8%

市外(川崎市内)

5.3%

市外(その他の神奈川県内)

3.6%

その他の地域

2.5%

無回答

7.8%

３. 通勤・通学の状況  

（１）職場・学校の所在地 

 

 

 

 

■全体の傾向 

職場・学校の所在地は「東京都内」が 27.6％と最も高く、次いで「都筑区以外の横浜市内」22.1％

であるが、「都筑区内」、「自宅」、「自宅周辺の町内」を合わせると 31.2％となり、「東京都内」を上

回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東京都内へ通勤・通学が、全体の３割弱 

「自宅」「自宅周辺の町内」を含めた『都筑区内』への通勤・通学は３割超 

問５ あなたの職場または学校はどこですか。 （○はひとつ） (n=1,147) 

 

図 34 職場・学校の所在地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）「就業・就学はしていない」回答者 349 人を除く 

都筑区内 

31.2% 
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■地区別に見る特徴 

地区別にみると、「南部地区」は「自宅」「自宅周辺の町内」「都筑区内」を合わせた区内での通

勤・通学率が 35.9％と最も高く、逆に「東京都内」が 19.5％と最も低くなっている。 

「東京都内」が最も高い地区は「東部地区」で33.5％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■回答者属性別に見る特徴 

性別でみると、「女性」は「自宅」「自宅周辺の町内」「都筑区内」を合わせた区内での通勤・通

学率が 41.9％となっており、「男性」は 21.0％となっている。 

「東京都内」は、「男性」は 38.3％で「女性」は 17.7％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 35 職場・学校の所在地（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）「就業・就学はしていない」回答者 349 人を除く 

7.2

11.6

9.2

11.8

10.6

3.4

4.5

6.6

6.7

3.4

14.8

15.2

17.0

17.4

18.6

17.8

19.2

27.9

24.6

21.2

11.9

2.0

3.5

4.1

4.5

2.5

3.5

3.9

4.1

3.8

33.5

32.8

23.6

19.5

29.5

2.5

3.0

1.7

3.1

2.3

6.4

8.1

6.6

8.7

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=236)

北部地区

(n=198)

中部地区

(n=229)

南部地区

(n=195)

西部地区

(n=264)

自宅 自宅周辺の町内 都筑区内 都筑区以外の横浜市内 市外(川崎市内)

無回答市外(その他の神奈川県内) 東京都内 その他の地域

8.0

12.0

2.5

7.1

10.5

22.8

23.5

20.9

5.6

5.1

4.3

3.0

38.3

17.7

4.0

1.1

3.3

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

(n=553)

女性

(n=565)

自宅 自宅周辺の町内 都筑区内 都筑区以外の横浜市内 市外(川崎市内)

無回答市外(その他の神奈川県内) 東京都内 その他の地域

図 36 職場・学校の所在地（性別） 

 

 

 

 

 

（注）「就業・就学はしていない」回答者 349 人を除く 
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年代別にみると、「10～20 歳代」で「東京都内」が 40.9％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 37 職場・学校の所在地（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）「就業・就学はしていない」回答者 349 人を除く 

1.5

8.1

5.6

9.1

14.6

26.0

3.8

2.7

6.0

5.2

5.1

4.6

9.1

12.8

21.0

22.7

12.7

11.5

25.8

32.9

25.8

21.3

17.1

6.1

3.0

6.0

5.6

6.3

7.0

2.3

9.1

4.7

3.4

2.8

3.2

40.9

31.5

28.1

26.6

29.1

12.2

4.5

0.7

2.2

4.2

1.3

0.8

2.3

0.7

2.2

1.7

10.1

36.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

(n=132)

30歳代

(n=149)

40歳代

(n=267)

50歳代

(n=286)

60歳代

(n=158)

70歳以上

(n=131)

自宅 自宅周辺の町内 都筑区内 都筑区以外の横浜市内 市外(川崎市内)

無回答市外(その他の神奈川県内) 東京都内 その他の地域
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問５－１  問５で、２～８ を選択した方にお聞きします。通勤・通学の交通手段は何ですか。  

（○はいくつでも） (n=946) 

図 38 通勤・通学の手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※丸数字は順位（割合の高い順）を示している。 

 

図 39 通勤・通学の手段（平成 27 年度都筑区区民意識調査）（n=972） 

（２）通勤・通学の交通手段 

  

 

 

■全体の傾向 

通勤・通学の手段は「私鉄」が 34.1％と最も高く、次いで「市営地下鉄（グリーンライン）」31.7％、

「市営地下鉄（ブルーライン）」30.4％とそれぞれ３割の人が利用している。次いで、「バス」16.6％、

「ＪＲ」16.5％となっている。 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通勤・通学の交通手段として利用が多いのは、 

「私鉄」「市営地下鉄（グリーンライン）」「市営地下鉄（ブルーライン）」 

34.1%

31.7%

30.4%

16.6%

16.5%

15.8%

10.1%

6.4%

2.3%

2.2%

1.0%

1.5%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40%

①私鉄

②市営地下鉄(グリーンライン)

③市営地下鉄(ブルーライン)

④バス

⑤JR

⑥自分が運転する自家用車

⑦自転車

⑧徒歩のみ

⑨原動機付自転車

⑩家族が運転する自家用車

⑪自動二輪車

その他

無回答

参考データ 

31.3%

29.9%

29.3%

16.3%

15.9%

15.7%

10.4%

8.3%

2.4%

1.6%

1.2%

2.8%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40%

①市営地下鉄(ブルーライン)

②市営地下鉄(グリーンライン)

③私鉄

④自分が運転する自家用車

⑤バス

⑥JR

⑦自転車

⑧徒歩のみ

⑨原動機付自転車

⑩自動二輪車

⑪家族が運転する自家用車

その他

無回答
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図 40 通勤・通学の手段（地区別） 

 

■地区別に見る特徴 

最もよく使われる交通手段を地区別でみると、「東部地区」では「市営地下鉄（グリーンライ

ン）」、「北部地区」では「市営地下鉄（ブルーライン）」、「中部地区」では「市営地下鉄（ブルーラ

イン）」、「南部地区」では「JR」、「西部地区」では「市営地下鉄（グリーンライン）」が最も高くな

っている。 

いずれの地区でも「私鉄」は高い順位だが、区内には私鉄が通っていないことから、市営地下鉄

やバス等を利用し、東急田園都市線や東急東横線等の私鉄に乗り継いで通勤・通学をしていると考

えられる。 

また、「南部地区」と「西部地区」ではそれぞれ２割超で「バス」を利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.0%

44.1%

17.2%

17.2%

15.2%

12.7%

8.3%

4.9%

4.4%

3.4%

1.5%

2.9%

1.0%

0% 20% 40% 60%

市営地下鉄(グリーンライン)

私鉄

市営地下鉄(ブルーライン)

バス

自分が運転する自家用車

JR

自転車

家族が運転する自家用車

徒歩のみ

原動機付自転車

自動二輪車

その他

無回答

45.3%

43.4%

29.6%

11.3%

11.3%

10.1%

7.5%

6.3%

3.8%

0.0%

0.0%

0.6%

3.1%

0% 20% 40%

市営地下鉄(ブルーライン)

私鉄

市営地下鉄(グリーンライン)

自分が運転する自家用車

JR

バス

自転車

徒歩のみ

原動機付自転車

家族が運転する自家用車

自動二輪車

その他

無回答

47.7%

23.8%

18.7%

17.6%

15.5%

10.4%

9.3%

8.3%

1.6%

1.0%

0.5%

0.5%

2.1%

0% 20% 40% 60%

市営地下鉄(ブルーライン)

私鉄

自分が運転する自家用車

市営地下鉄(グリーンライン)

JR

自転車

徒歩のみ

バス

家族が運転する自家用車

自動二輪車

原動機付自転車

その他

無回答

27.7%

26.5%

23.9%

23.2%

18.1%

13.5%

10.3%

8.4%

1.9%

1.3%

0.6%

1.9%

3.2%

0% 20% 40%

JR

市営地下鉄(ブルーライン)

私鉄

バス

自分が運転する自家用車

自転車

市営地下鉄(グリーンライン)

徒歩のみ

家族が運転する自家用車

原動機付自転車

自動二輪車

その他

無回答

43.6%

35.9%

22.3%

19.5%

17.7%

14.1%

10.9%

5.0%

2.7%

1.8%

1.4%

1.4%

3.2%

0% 20% 40%

市営地下鉄(グリーンライン)

私鉄

バス

市営地下鉄(ブルーライン)

JR

自分が運転する自家用車

自転車

徒歩のみ

原動機付自転車

家族が運転する自家用車

自動二輪車

その他

無回答

東部地区（n=204） 北部地区（n=159） 

中部地区（n=193） 

南部地区（n=155） 西部地区（n=220） 
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15分未満

13.3%

15分～30分未満

16.1%

30分～45分未満

10.4%

45分～1時間未満

17.9%

1時間～1時間15分未満

15.0%

1時間15分～1時間

30分未満

12.3%

1時間30分～2時間未満

8.2%

2時間以上

0.8%

無回答

6.0%

（３）通勤・通学にかかる時間 

  

 

 

 

■全体の傾向 

通勤・通学にかかる時間は「45 分～1 時間未満」が 17.9％と最も高く、次いで「15 分～30 分未

満」16.1％、「1時間～1時間 15 分未満」15.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問５－２  問５で、２～８ を選択した方にお聞きします。家を出てから職場または学校までの通

勤・通学にかかる時間はどのくらいですか。 （○はひとつ） (n=946) 

 

図 41 通勤・通学にかかる時間 

 

 

通勤・通学に１時間以上かかる人の割合は３割超 

20 歳代の４割超は１時間以上 
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■地区別に見る特徴 

通勤・通学に１時間以上かかる回答が最も多いのは「東部地区」で 41.6％、次いで「西部地区」

で 40.0％、「北部地区」39.0％となっている。 

反対に通勤・通学が 30 分未満の回答が最も多いのは「南部地区」で 33.6％、次いで「中部地区」

32.6％、「西部地区」28.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■回答者属性別に見る特徴 

年代別にみると、通勤・通学に１時間以上かかると回答している人の割合が最も高いのが「10～

20 歳代」で 52.7％、次いで「60 歳代」43.6％、「50 歳代」33.4％、「30 歳代」33.1％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 43 通勤・通学にかかる時間（年代別） 

 

9.3

12.6

17.6

15.5

11.4

14.7

14.5

15.0

18.1

17.3

10.8

13.2

8.3

11.0

9.5

17.2

16.4

25.9

18.1

13.2

18.6

18.2

11.9

11.0

14.5

13.7

11.3

9.8

11.6

14.5

8.8

8.2

5.7

8.4

10.5

0.5

1.3

1.0

1.3

0.5

6.4

4.4

4.7

5.2

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=204)

北部地区

(n=159)

中部地区

(n=193)

南部地区

(n=155)

西部地区

(n=220)

15分未満 15分～30分未満 30分～45分未満 45分～1時間未満 1時間～1時間15分未満

無回答1時間15分～1時間30分未満 1時間30分～2時間未満 2時間以上

図 42 通勤・通学にかかる時間（地区別） 

 

6.3

9.6

16.7

14.9

13.4

14.3

8.7

16.2

17.5

19.2

10.9

18.4

11.0

11.0
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2.0

0.7

0.4

2.0

0.8

1.6

6.6

4.1

9.0

5.0

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

(n=127)

30歳代

(n=136)

40歳代

(n=246)

50歳代

(n=255)

60歳代

(n=119)

70歳以上

(n=49)

15分未満 15分～30分未満 30分～45分未満 45分～1時間未満 1時間～1時間15分未満

無回答1時間15分～1時間30分未満 1時間30分～2時間未満 2時間以上
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図 44 通勤・通学にかかる時間（性別） 

 

性別でみると、１時間以上かかると回答している人が、「男性」では 46.2％、「女性」では

25.5％である。 

「30 分未満」と回答している人は、「男性」19.8％、「女性」39.6％となっており、性別による差

がある。 
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1.6 5.3
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男性

(n=491)

女性

(n=439)

15分未満 15分～30分未満 30分～45分未満 45分～1時間未満 1時間～1時間15分未満

無回答1時間15分～1時間30分未満 1時間30分～2時間未満 2時間以上
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問 6 あなたは、以下の１）～29）の項目について、【１】あなたにとって、どの程度重要だと思い

ますか。 (n=1,496) 
 

図 45 生活環境において重要と認識されている割合 

 

 

 

４. 都筑区の生活環境について 

（１）生活環境において重要と認識されている割合について 

 

 

■全体の傾向 

「電車の利便」が 70.6％と最も高く、次いで「病院やかかりつけ医などの地域医療」が 65.9％、

「防犯に対する意識や取組」が 64.0％となっている。 
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2.3
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5.2

4.3

2.7

3.5

3.2

3.9

5.3

9.9

9.5

6.6

15.0

7.1

8.7

10.2

0.7

0.4

0.4

0.4

0.5

0.7

0.5

1.0

0.9

1.1

1.9

0.9

3.5

2.5

3.4

4.7

2.3

1.8

1.9

1.9

2.3

3.3

7.8

3.4

7.9

3.3

5.3

4.9

3.3

3.4

3.1

3.1

2.9

3.4

2.8

3.4

3.5

3.0

2.5

3.6

4.9

3.9

5.5

4.8

3.4

3.5

3.1

3.2

3.4

3.6

5.3

4.1

2.9

4.1

4.1

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①電車の利便

②病院やかかりつけ医などの地域医療

③防犯に対する意識や取組

④歩行者のための道路環境の整備

⑤災害に対する意識や取組

⑥車両の路上駐車や交通安全

⑦ごみの分別収集・リサイクルや街の美化

⑧最寄り駅周辺のまちづくり

⑨駅舎のバリアフリーなど、誰もが移動しやすいまちづ

くり

⑩公園（緑道を含む）の整備

⑪高齢者の暮らしやすさ

⑫街並み景観の整備

⑬ 学校教育の充実や青少年の健全育成

⑭障害者の暮らしやすさ

⑮車利用のための道路環境の整備

⑯保育・学童など子育てのしやすさ

⑰緑地保全、緑化推進や水辺環境の整備

⑱商店街や企業の振興

⑲身近な行政窓口・相談サービス

⑳健康づくり支援

㉑区民利用施設の充実

㉒駅周辺等の放置自転車対策

㉓自転車利用のための道路環境の整備

㉔スポーツの施設の整備やスポーツ振興

㉕バスの利便

㉖文化施設の整備や市民文化の振興

㉗農地の保全や農業の振興、地産地消

㉘広報・広聴など区政への市民参加の推進

重要と回答が多かったものは、第１位「電車の利便」、第２位「病院やかかりつけ医などの地域

医療」、第３位「防犯に対する意識や取組」となっている 

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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問 6 あなたは、以下の１）～29）の項目について、【２】現在、どの程度満足していますか。 (n=1,496) 
 

図 46 生活環境において満足を感じている割合 

 

 

 

（２）生活環境において満足を感じている割合について 

 

 

■全体の傾向 

「電車の利便」が 29.4％と最も高く、次いで「公園（緑道を含む）の整備」が 19.6％、「街並み景

観の整備」が 16.3％となっている。 
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40.6
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6.6

8.8

8.2

8.4

5.1

7.9

13.7

10.3

14.4

4.8

6.7

4.0

6.3

3.9

8.0

7.2

6.9

4.5

15.9

4.9

4.5

7.2

14.0

5.6

23.0

19.0

5.9

3.7

3.5

2.3

2.9

3.7

3.1

2.2

2.8

6.6

3.6

9.0

2.9

2.6

1.5

2.1

2.6

3.1

3.3

3.5

1.9

8.6

1.9

1.3

3.2

5.0

3.0

12.2

12.9

1.8

1.1

3.5

1.7

2.3

5.9

3.5

11.1

6.8

2.5

9.4

1.1

20.5

10.1

18.4

16.1

21.9

8.6

18.0

16.4

21.1

12.8

21.9

24.7

19.7

10.5

27.3

2.7

10.4

2.1

3.7

3.1

3.7

3.1

5.8

4.0

3.9

3.9

3.7

3.7

3.5

5.3

3.7

4.7

3.9

5.7

3.4

3.3

4.1

3.7

2.9

4.7

4.4

4.8

4.1

4.7

3.9

5.8

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①電車の利便

②公園（緑道を含む）の整備

③街並み景観の整備

④ごみの分別収集・リサイクルや街の美化

⑤車利用のための道路環境の整備

⑥病院やかかりつけ医などの地域医療

⑦緑地保全、緑化推進や水辺環境の整備

⑧駅舎のバリアフリーなど、誰もが移動しやすいまちづ

くり

⑨最寄り駅周辺のまちづくり

⑩駅周辺等の放置自転車対策

⑪歩行者のための道路環境の整備

⑫保育・学童など子育てのしやすさ

⑬災害に対する意識や取組

⑭農地の保全や農業の振興、地産地消

⑮身近な行政窓口・相談サービス

⑯ 学校教育の充実や青少年の健全育成

⑰防犯に対する意識や取組

⑱高齢者の暮らしやすさ

⑲区民利用施設の充実

⑳健康づくり支援

㉑バスの利便

㉒文化施設の整備や市民文化の振興

㉓広報・広聴など区政への市民参加の推進

㉔スポーツの施設の整備やスポーツ振興

㉕商店街や企業の振興

㉖障害者の暮らしやすさ

㉗車両の路上駐車や交通安全

㉘自転車利用のための道路環境の整備

以上を総合して、生活環境全般への評価

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満

不満 わからない 無回答

満足の回答が多かったものは、第１位「電車の利便」、第２位「公園（緑道を含む）の整備」、

第３位「街並み景観の整備」となっている 
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問 6 あなたは、以下の１）～29）の項目について、【３】ここ数年でどのように変化していると思

いますか。 (n=1,496) 
 

図 47 生活環境において変化を感じている割合 

 

 

 

（３）生活環境において変化を感じている割合について 

 

 

■全体の傾向 

「電車の利便」が 27.7％と最も高く、次いで「最寄り駅周辺のまちづくり」が 24.1％、「駅周辺等

の放置自転車対策」22.2％となっている。 
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2.1
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1.7

6.8
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3.7

2.9

2.7

2.1

2.3

2.1

3.8

8.8

12.0

15.5

16.7

3.4

10.9

13.4

24.3

22.2

15.0

12.3

17.5

18.2

15.6

29.4

39.4

36.3

27.1

28.7

44.1

12.2

38.4

38.0

41.0

41.3

48.1

48.9

43.4

40.4

22.7

26.3

15.0

30.3

16.2

5.2

4.5

4.5

4.7

3.7

4.3

6.6

4.7

3.9

4.4

5.9

4.5

4.3

4.6

4.1

4.5

4.5

3.8

6.2

5.1

4.7

5.4

5.1

5.3

6.6

4.6

4.7

4.3

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①電車の利便

②最寄り駅周辺のまちづくり

③駅周辺等の放置自転車対策

④駅舎のバリアフリーなど、誰もが移動しやすいまちづ

くり

⑤公園（緑道を含む）の整備

⑥街並み景観の整備

⑦車利用のための道路環境の整備

⑧病院やかかりつけ医などの地域医療

⑨ごみの分別収集・リサイクルや街の美化

⑩災害に対する意識や取組

⑪保育・学童など子育てのしやすさ

⑫身近な行政窓口・相談サービス

⑬防犯に対する意識や取組

⑭緑地保全、緑化推進や水辺環境の整備

⑮健康づくり支援

⑯歩行者のための道路環境の整備

⑰区民利用施設の充実

⑱高齢者の暮らしやすさ

⑲ 学校教育の充実や青少年の健全育成

⑳スポーツの施設の整備やスポーツ振興

㉑広報・広聴など区政への市民参加の推進

㉒障害者の暮らしやすさ

㉓文化施設の整備や市民文化の振興

㉔農地の保全や農業の振興、地産地消

㉕自転車利用のための道路環境の整備

㉖商店街や企業の振興

㉗車両の路上駐車や交通安全

㉘バスの利便

以上を総合して、生活環境全般への評価

良くなった 変わらない 悪くなった

わからない 無回答

良くなったと変化の回答が多かったものは、第１位「電車の利便」、第２位「最寄り駅周辺のま

ちづくり」、第３位「駅周辺等の放置自転車対策」となっている 
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■生活環境に関する重要度・満足度・変化度の全体的考察 

生活環境に関する重要度・満足度・変化度を総括的に把握するために、次のとおり回答の数値化を

行った。 

（重要度について） 

「重要」に＋10 点、「やや重要」に＋５点、「どちらともいえない」に０点、「あまり重要ではな

い」に－５点、「重要ではない」に－10 点を付与し、全回答の平均値として算出した。 
 

（満足度について） 

「満足」に＋10 点、「やや満足」に＋５点、「どちらともいえない」に０点、「やや不満」に－５

点、「不満」に－10 点を付けて、全回答の平均値を算出した。  
 

（変化度について） 

「良くなった」に＋10 点、「変わらない」に０点、「悪くなった」に－10 点を付けて、全回答の

平均値を算出した。 
 

上記、数値化の結果を、「表４－２ 生活環境の重要度、満足度及び変化度の一覧」にまとめた。 

なお、いずれも小数点第２位を四捨五入し算出した。 

   ※四捨五入により算出しているため、34 頁以降の重要度等の上位５項目や下位５項目の記述について

は、表記上の値が同じでも順位が異なるものがある。 
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表 4-2 生活環境の重要度、満足度及び変化度の一覧 

 

生活環境調査項目 重要度 満足度 変化度 

１) バスの利便 3.0  0.8  -1.6  

２)  電車の利便 8.1  4.2  2.9  

３) 車利用のための道路環境の整備 5.5  2.8  1.5  

４） 自転車利用のための道路環境の整備 3.5  -1.3  0.1  

５） 歩行者のための道路環境の整備 7.6  1.5  0.6  

６) 車両の路上駐車や交通安全 7.2  -1.0  -0.9  

７) 駅周辺等の放置自転車対策 3.8  1.9  2.3  

８) 最寄り駅周辺のまちづくり 6.9  1.8  2.1  

９) 街並み景観の整備 6.1  3.4  1.7  

10） 公園（緑道を含む）の整備 6.4  3.5  1.8  

11) 農地の保全や農業の振興、地産地消 2.7  1.4  0.4  

12) 緑地保全、緑化推進や水辺環境の整備 5.2  2.5  0.8  

13) 商店街や企業の振興 4.9  0.3  -0.5  

14) ごみの分別収集・リサイクルや街の美化 7.0  2.9  1.3  

15) 災害に対する意識や取組 7.4  1.3  1.4  

16) 防犯に対する意識や取組 7.9  1.1  0.8  

17) 保育・学童など子育てのしやすさ 5.4  1.9  1.4  

18)  学校教育の充実や青少年の健全育成 5.8  1.4  0.5  

19) 病院やかかりつけ医などの地域医療 8.1  2.6  1.4  

20) 駅舎のバリアフリーなど、誰もが移動しやすいまちづくり 6.7  2.3  2.2  

21) 高齢者の暮らしやすさ 6.2  1.2  0.7  

22) 障害者の暮らしやすさ 5.5  0.4  0.5  

23) 健康づくり支援 4.6  1.0  1.0  

24) 区民利用施設の充実 4.1  1.1  0.8  

25) 広報・広聴など区政への市民参加の推進 1.9  0.7  0.5  

26)  身近な行政窓口・相談サービス 4.7  1.3  1.1  

27) 文化施設の整備や市民文化の振興 3.0  0.8  0.4  

28)  スポーツの施設の整備やスポーツ振興 3.3  0.5  0.5  

29)  以上を総合して、生活環境全般への評価 - 3.2  1.4  
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■生活環境に関する重要度の地区別考察 

「病院やかかりつけ医などの地域医療」、「防犯に対する意識や取組」及び「歩行者のための道路

環境の整備」の項目が、各地区共通に取り上げられている。 

 

表 4-3 生活環境の重要度地区別上位５項目 

地区別上位 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 

全体 

２)電車の利便 19)病院やかかり

つけ医などの地

域医療 

16)防犯に対す

る意識や取組 

５)歩行者のため

の道路環境の整

備 

15)災害に対する

意識や取組 

(n = 1,496) (8.1/4.2/2.9) (8.1/2.6/1.4) (7.9/1.1/0.8) (7.6/1.5/0.6) (7.4/1.3/1.4) 

東部地区 

２)電車の利便 16) 防犯に対す

る意識や取組 

19)病院やかか

りつけ医などの

地域医療 

15)災害に対する

意識や取組 

５)歩行者のため

の道路環境の整

備 

(n = 300) (8.3/4.3/3.1) (8.1/1.2/0.7) (8.0/3.2/1.9) (7.8/1.5/1.4) (7.6/2.4/0.9) 

北部地区 

２)電車の利便 19)病院やかかり

つけ医などの地

域医療 

16)防犯に対す

る意識や取組 

８)最寄り駅周辺

のまちづくり 

５)歩行者のため

の道路環境の整

備 

(n = 272) (8.7/5.1/3.4) (8.4/2.9/1.2) (8.0/1.3/1.1) (7.9/3.3/2.1) (7.8/2.4/0.4) 

中部地区 

２)電車の利便 16)防犯に対する

意識や取組 

５)歩行者のた

めの道路環境の

整備 

19)病院やかかり

つけ医などの地

域医療 

15)災害に対する

意識や取組 

(n = 293) (8.4/4.1/3.0) (8.0/1.0/0.5) (7.9/1.7/1.0) (7.9/2.8/1.5) (7.6/1.3/1.7) 

南部地区 

19)病院やかかり

つけ医などの地

域医療 

16)防犯に対する

意識や取組 

５）歩行者のた

めの道路環境の

整備 

６)車両の路上駐

車や交通安全 

15)災害に対する

意識や取組 

(n = 245) (7.8/1.4/1.0) (7.7/1.2/1.0) (7.6/-0.1/0.4) (7.4/-1.9/-1.3) (7.4/1.1/1.5) 

西部地区 

19)病院やかかり

つけ医などの地

域医療 

２)電車の利便 16)防犯に対す

る意識や取組 

５)歩行者のため

の道路環境の整

備 

６)車両の路上駐

車や交通安全 

(n = 347) (8.3/2.5/1.1) (8.0/4.6/2.8) (7.7/1.0/0.8) (7.4/1.3/0.3) (7.2/-1.5/-1.4) 

（注）括弧内は、重要度／満足度／変化度の値 
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■生活環境に関する満足度の地区別考察 

地区別に生活環境の満足度の上位５項目をみると、すべての地区で「電車の利便」が１位となっ

ている。また、３位以内をみると「南部地区」以外の地区では「電車の利便」、「公園（緑道を含む）

の整備」、「街並み景観の整備」が挙がっている。 

「南部地区」は３位に「ごみの分別収集・リサイクルや街の美化」が挙がっている。 

 

表 4-4 生活環境の満足度（上位５項目、全体・地区別） 

（注）括弧内は、満足度／重要度／変化度の値 

 

全体の上位 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 

全体 

(n=1,496) 

電車の利便 
公園（緑道を

含む）の整備 

街並み景観の

整備 

ごみの分別収

集・リサイク

ルや街の美化 

車利用のための道路環境の整

備 

(4.2/8.1/2.9) (3.5/6.4/1.8)  (3.4/6.1/1.7) (2.9/7.0/1.3) (2.8/5.5/1.5) 

地区別の

上位 
1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 

東部地区 

(n=300) 

①電車の利便 

②公園（緑道

を含む）の整

備 

③街並み景観

の整備 

⑤車利用のた

めの道路環境

の整備 

④ごみの分別収集・リサイク

ルや街の美化 

(4.3/8.3/3.1) (4.1/6.8/1.8)  (3.9/6.5/1.7) (3.4/6.2/2.0) (3.3/7.2/1.2) 

北部地区 

(n=272) 

①電車の利便 
③街並み景観

の整備 

②公園（緑道

を含む）の整

備 

⑪最寄り駅周

辺のまちづく

り 

⑤車利用のための道路環境の

整備 

(5.1/8.7/3.4) (3.9/6.7/1.9) (3.9/6.9/1.3) (3.3/7.9/2.1) (3.2/5.1/1.4) 

中部地区 

(n=293) 

①電車の利便 
③街並み景観

の整備 

②公園（緑道

を含む）の整

備 

④ごみの分別

収集・リサイ

クルや街の美

化 

⑥病院やかかりつけ医などの

地域医療 

(4.1/8.4/3.0) (4.0/6.4/1.9) (3.7/6.5/2.1) (3.3/6.8/1.1) (2.8/7.9/1.5) 

南部地区 

(n=245) 

①電車の利便 
③街並み景観

の整備 

④ごみの分別

収集・リサイ

クルや街の美

化 

4 位 

⑦緑地保全、

緑化推進や水

辺環境の整備 

②公園（緑道

を含む）の整

備 

⑤車利用のた

めの道路環境

の整備 

(2.4/7.3/1.6) (2.1/5.4/1.5) (2.0/6.8/1.5) (1.9/4.8/0.9) (1.9/5.8/1.0) (1.9/5.8/1.5) 

西部地区 

(n=347) 

①電車の利便 

②公園（緑道

を含む）の整

備 

③街並み景観

の整備 

4 位 

⑦緑地保全、

緑化推進や水

辺環境の整備 

⑤車利用のための道路環境の

整備 

(4.6/8.0/2.8) (3.7/5.9/2.4) (3.1/5.8/1.6) (2.7/4.9/0.9) (2.7/5.3/1.2) 
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地区別に生活環境の満足度の下位５項目をみると、全ての地区で「自転車利用のための道路環境

の整備」と「車両の路上駐車や交通安全」が２位までを占めている。 
 

表 4-5 生活環境の満足度（下位５項目、全体・地区別）  

（注）括弧内は、満足度／重要度／変化度の値 

  

全体の 

下位 
1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 

全体 

(n=1,496

) 

自転車利用の

ための道路環

境の整備 

車両の路上駐

車や交通安全 

商店街や企業

の振興 

障害者の暮ら

しやすさ 
スポーツの施設の整備やスポーツ振興 

(-1.3/3.5/ 

0.1) 

(-1.0/7.2/ 

-0.9) 

(0.3/4.9/ 

-0.5) 

(0.4/5.5/ 

0.5) 
(0.5/3.3/0.5) 

地区別の 

下位 
1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 

東部地区 

(n=300) 

㉘自転車利用

のための道路

環境の整備 

㉗車両の路上

駐車や交通安

全 

㉕障害者の暮

らしやすさ 

㉑文化施設の

整備や市民文

化の振興 

㉖商店街や

企業の振興 

㉔スポーツの施設の整備やス

ポーツ振興 

 (-0.7/3.1/ 

-0.6) 

 (-0.4/7.3/ 

-1.0) 

(0.4/5.8/ 

0.8) 

(0.6/3.2/ 

0.1) 

(0.7/5.2/ 

0.5) 
(0.7/3.5/0.3) 

北部地区 

(n=272) 

㉘自転車利用

のための道路

環境の整備 

㉗車両の路上

駐車や交通安

全 

㉔スポーツの

施設の整備や

スポーツ振興 

㉕障害者の暮

らしやすさ 
㉓広報・広聴など区政への市民参加の推進 

(-1.1/3.2/ 

-0.2) 

(-0.6/7.1/ 

-0.3) 

(0.1/3.5/ 

0.3) 

(0.2/5.5/ 

0.7) 
(0.4/2.2/0.5) 

中部地区 

(n=293) 

㉘自転車利用

のための道路

環境の整備 

㉗車両の路上

駐車や交通安

全 

㉑バスの利便 

㉔スポーツの

施設の整備や

スポーツ振興 

㉑文化施設

の整備や市

民文化の振

興 

㉕障害者の暮

らしやすさ 

㉓広報・広聴

など区政への

市民参加の推

進 

(-1.2/4.1/ 

1.4) 

(-0.8/7.2/ 

-0.3) 

(-0.3/1.7/ 

-1.6) 

(0.4/3.4/ 

0.4) 

(0.7/3.0/ 

0.2) 

(0.7/5.4/ 

0.2) 

(0.7/1.9/ 

0.2) 

南部地区 

(n=245) 

㉘自転車利用

のための道路

環境の整備 

㉗車両の路上

駐車や交通安

全 

㉑バスの利便 

⑫歩行者のた

めの道路環境

の整備 

㉖商店街や企業の振興 

(-2.3/3.7/ 

-0.5) 

(-1.9/7.4/ 

-1.3) 

(-1.0/4.1/ 

-2.4) 

(-0.1/7.6/ 

0.4) 
(-0.1/4.3/-0.1) 

西部地区 

(n=347) 

㉗車両の路上

駐車や交通安

全 

㉘自転車利用

のための道路

環境の整備 

㉖商店街や企

業の振興 

㉕障害者の暮

らしやすさ 

㉑バスの利

便 

㉔スポーツの施設の整備やス

ポーツ振興 

(-1.5/7.2/ 

-1.4) 

(-1.1/3.3/ 

0.4) 

(-0.3/4.6/ 

-1.6) 
(0.5/5.3/0.2) 

(0.7/3.7/ 

-2.6) 
(0.7/3.2/0.7) 
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■生活環境に関する変化度の地区別考察 

地区別に生活環境の変化度の上位５項目をみると、「南部地区」では「最寄駅周辺のまちづくり」

が１位になっており、それ以外の地区では「電車の利便」が１位になっている。 

 

表 4-6 生活環境の変化度（上位５項目、全体・地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）括弧内は、変化度／重要度／満足度の値 

 

 

 

 

  

全体の上位 1位 2位 3位 4位

電車の利便 駅周辺等の放

置自転車対策

駅舎のバリア

フリーなど、

誰もが移動し

やすいまちづ

くり

最寄り駅周辺

のまちづくり

(2.9/8.1/4.2) (2.3/3.8/1.9) (2.2/6.7/2.3) (2.1/6.9/1.8)

地区別の上位 1位 2位 3位 4位

①電車の利便 ②駅周辺等の

放置自転車対

策

④最寄り駅周

辺のまちづく

り

⑦車利用のた

めの道路環境

の整備

③駅舎のバリア

フリーなど、誰

もが移動しやす

いまちづくり

(3.1/8.3/4.3) (2.0/4.0/2.4) (2.0/7.1/1.7) (2.0/6.2/3.4) (1.9/7.2/2.3)

⑧保育・学童

など子育ての

しやすさ

(3.4/8.7/5.1) (3.3/4.3/2.8) (2.1/7.9/3.3) (1.9/5.5/1.9)

①電車の利便 ②駅周辺等の

放置自転車対

策

③駅舎のバリ

アフリーな

ど、誰もが移

動しやすいま

ちづくり

⑤公園（緑道

を含む）の整

備

⑥街並み景観の

整備

(3.0/8.4/4.1) (2.4/3.6/1.4) (2.4/6.6/2.6) (2.1/6.5/3.7) (1.9/6.4/4.0)

全体の上位 1位 2位 3位 4位

④最寄り駅周

辺のまちづく

り

③駅舎のバリ

アフリーな

ど、誰もが移

動しやすいま

ちづくり

②駅周辺等の

放置自転車対

策

①電車の利便 ⑨災害に対する

意識や取組

⑪ごみの分

別収集・リ

サイクルや

街の美化

⑫身近な行政

窓口・相談

サービス

⑦車利用の

ための道路

環境の整備

⑥街並み景観

の整備

(2.4/6.0/1.3) (2.4/6.3/1.6) (2.1/3.6/1.8) (1.6/7.3/2.4)
(1.5/7.4/

1.1)

(1.5/6.8/

2.0)

(1.5/4.7/

0.9)

(1.5/5.8/

1.9)

(1.5/5.4/

2.1)

①電車の利便 ③駅舎のバリ

アフリーな

ど、誰もが移

動しやすいま

ちづくり

⑤公園（緑道

を含む）の整

備

④最寄り駅周

辺のまちづく

り

(2.8/8.0/4.6) (2.5/6.5/2.3) (2.4/5.9/3.7) (2.0/6.9/0.9)

東部地区

(n=300)

⑩病院やかかりつけ医などの地域医療

(1.9/8.0/3.2)

5位

全体

(n=1,496)

公園（緑道を含む）の整備

(1.8/6.4/3.5)

5位

西部地区

(n=347)

②駅周辺等の放置自転車対策

(1.7/3.4/1.5)

北部地区

(n=272)

①電車の利便 ②駅周辺等の

放置自転車対

策

④最寄り駅周

辺のまちづく

り

4位

⑥街並み景観の整備

(1.9/6.7/3.9)

中部地区

(n=293)

④最寄り駅周辺のまちづくり

(1.9/6.9/2.3)

5位

南部地区

(n=245)
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地区別に生活環境の変化度の下位５項目をみると、「東部地区」は「車両の路上駐車や交通安全」

が、それ以外の地区は「バスの利便」が最も変化度の低い項目として挙がっている。 

「バスの利便」、「車両の路上駐車や交通安全」はすべての地区で３位以内に入っている。 

 

表 4-7 生活環境の変化度（下位５項目、全体・地区別） 

（注）括弧内は、変化度／重要度／満足度の値 

 

  

全体の下

位 
1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 

全体 

(n=1,496) 

バスの利便 車両の路上駐車や

交通安全 

商店街や企業の振

興 

自転車利用のため

の道路環境の整備 

農地の保全や

農業の振興、

地産地消 

文化施設の整

備や市民文化

の振興 

(-1.6/3.0/0.8) (-0.9/7.2/-1.0) (-0.5/4.9/0.3) (0.1/3.5/-1.3) (0.4/2.7/1.4) (0.4/3.0/0.8) 

地区別の

下位 

1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 

東部地区 

(n=300) 

㉗車両の路上駐車

や交通安全 

㉕自転車利用のた

めの道路環境の整

備 

㉘バスの利便 ㉓文化施設の整備

や市民文化の振興 

⑳スポーツの施設の整備やスポ

ーツ振興 

(-1.0/7.3/-0.4) (-0.6/3.1/-0.7) (0.0/4.2/2.9) (0.1/3.2/0.6) (0.3/3.5/0.7) 

北部地区 

(n=272) 

㉘バスの利便 ㉖商店街や企業の

振興 

㉗車両の路上駐車

や交通安全 

㉕自転車利用のた

めの道路環境の整

備 

㉔農地の保全

や農業の振

興、地産地消 

⑳スポーツの

施設の整備や

スポーツ振興 

(-1.0/0.8/1.5) (-0.3/5.6/0.8) (-0.3/7.1/-0.6) (-0.2/3.2/-1.1) (0.3/2.8/1.4) (0.3/3.5/0.1) 

中部地区 

(n=293) 

㉘バスの利便 ㉖商店街や企業の

振興 

㉗車両の路上駐車

や交通安全 

㉑障害者の暮らし

やすさ 

㉓文化施設の

整備や市民文

化の振興 

㉒広報・広聴

など区政への

市民参加の推

進 

(-1.6/1.7/-0.3) (-0.4/5.1/1.0) (-0.3/7.2/-0.8) (0.2/5.4/0.7) (0.2/3.0/0.7) (0.2/1.9/0.7) 

南部地区 

(n=245) 

㉘バスの利便 ㉗車両の路上駐車

や交通安全 

㉕自転車利用のた

めの道路環境の整

備 

㉖商店街や企業の

振興 

⑲学校教育の充実や青少年の健

全育成 

(-2.4/4.1/-1.0) (-1.3/7.4/-1.9) (-0.5/3.7/-2.3) (-0.1/4.3/-0.1) (0.3/5.1/1.1) 

西部地区 

(n=347) 

㉘バスの利便 ㉖商店街や企業の

振興 

㉗車両の路上駐車

や交通安全 

㉔農地の保全や農

業の振興、地産地

消 

㉑障害者の暮らしやすさ 

(-2.6/3.7/0.7) (-1.6/4.6/-0.3) (-1.4/7.2/-1.5) (0.0/2.5/1.6) (0.2/5.3/0.5) 
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（４）生活環境の重要度と満足度について 

生活環境における各項目において、重要度と満足度の差を「ニーズ度」として算出した。ニーズ

度の考察は次のとおり。 

  

 
 

■全体の傾向 

「車両の路上駐車や交通安全」が 8.3 と最も高く、次いで「防犯に対する意識や取組」が 6.8、

「災害に対する意識や取組」が 6.2 となっている。 

なお、生活環境の 28 項目のニーズ度の一覧は、表 4-8 のとおり。 
 

表 4-8 生活環境のニーズ度 

順位 項目 ニーズ度 

1 位 車両の路上駐車や交通安全 8.3  

2 位 防犯に対する意識や取組 6.8  

3 位 災害に対する意識や取組 6.2  

4 位 歩行者のための道路環境の整備 6.2  

5 位 病院やかかりつけ医などの地域医療 5.5  

6 位 最寄り駅周辺のまちづくり 5.1  

7 位 障害者の暮らしやすさ 5.0  

8 位 高齢者の暮らしやすさ 5.0  

9 位 自転車利用のための道路環境の整備 4.8  

10 位 商店街や企業の振興 4.6  

11 位 駅舎のバリアフリーなど、誰もが移動しやすいまちづくり 4.4  

12 位 学校教育の充実や青少年の健全育成 4.4  

13 位 ごみの分別収集・リサイクルや街の美化 4.1  

14 位 電車の利便 4.0  

15 位 健康づくり支援 3.6  

16 位 保育・学童など子育てのしやすさ 3.5  

17 位 身近な行政窓口・相談サービス 3.4  

18 位 区民利用施設の充実 3.0  

19 位 公園（緑道を含む）の整備 2.9  

20 位 スポーツの施設の整備やスポーツ振興 2.8  

21 位 街並み景観の整備 2.7  

22 位 車利用のための道路環境の整備 2.7  

23 位 緑地保全、緑化推進や水辺環境の整備 2.7  

24 位 バスの利便 2.2  

25 位 文化施設の整備や市民文化の振興 2.2  

26 位 駅周辺等の放置自転車対策 1.9  

27 位 農地の保全や農業の振興、地産地消 1.3  

28 位 広報・広聴など区政への市民参加の推進 1.2  

ニーズ度の第１位は「車両の路上駐車や交通安全」、第２位は「防犯に対する意識や取組」、第

３位は「災害に対する意識や取組」 
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図 48 生活環境の散布図（ニーズ度） (n=1,496) 

■生活環境のニーズ度における散布図について 

重要度を横軸、満足度を縦軸とし、生活環境 28 項目の散布図を作成すると図 48 のとおり。 

図の左下に位置するほど重要度及び満足度が低い項目であり、逆に、図の右上に位置するものほ

ど重要度と満足度がともに高い項目であることを示している。 

また、右下に位置するものは、重要度が高いが、満足度の低い項目であることから、ニーズ度の

高い項目であると考えられ、ニーズ度が高いのは、「車両の路上駐車や交通安全」である。 
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■地区別にみる特徴 

地区別にニーズ度をみると、すべての地区で上位３項目までに「車両の路上駐車や交通安全」、「防

犯に対する意識や取組」が挙がっている。  

 

表 4-9 生活環境のニーズ度（地区別） 

  
東部地区 

(n=300) 

北部地区 

(n=272) 

中部地区 

(n=293) 

南部地区 

(n=245) 

西部地区 

(n=347) 

1 位 

車両の路上駐車や交

通安全 

車両の路上駐車や交

通安全 

車両の路上駐車や交

通安全 

車両の路上駐車や交通

安全 

車両の路上駐車や交通

安全 

7.8  7.7  8.0  9.3  8.7  

2 位 

防犯に対する意識や

取組 

防犯に対する意識や

取組 

防犯に対する意識や

取組 

歩行者のための道路環

境の整備 

防犯に対する意識や取

組 

6.9  6.7  6.9  7.7  6.7  

3 位 

災害に対する意識や

取組 

災害に対する意識や

取組 

災害に対する意識や

取組 

3 

位 

防犯に対する意識

や取組 

3 

位 

歩行者のための道

路環境の整備 

6.3  6.3  6.3  6.4  6.1  

4 位 

4 

位 

高齢者の暮ら

しやすさ 

4 

位 

高齢者の暮らし

やすさ 

歩行者のための道路

環境の整備 

病院やかかりつけ

医などの地域医療 

最寄り駅周辺のま

ちづくり 

5.4  5.5  6.2  6.4  6.1  

5 位 

最寄り駅周辺

のまちづくり 

病院やかかりつ

け医などの地域

医療 

自転車利用のための

道路環境の整備 

災害に対する意識や取

組 

5 

位 

病院やかかりつけ

医などの地域医療 

5.4  5.5  5.3  6.2  5.8  

6 位 

障害者の暮ら

しやすさ 

歩行者のための道路

環境の整備 

病院やかかりつけ医

などの地域医療 

自転車利用のための道

路環境の整備 

災害に対する意識

や取組 

5.4  5.4  5.1  6.0  5.8  

7 位 

歩行者のための道路

環境の整備 

障害者の暮らしやす

さ 

障害者の暮らしやす

さ 

7 

位 

 

高齢者の暮らしや

すさ 
商店街や企業の振興 

5.3  5.2  4.7  5.1  4.9  

8 位 

駅舎のバリアフリー

など、誰もが移動し

やすいまちづくり 

商店街や企業の振興 
高齢者の暮らしやす

さ 
バスの利便 障害者の暮らしやすさ 

4.9  4.8  4.6  5.1  4.8  

9 位 

病院やかかりつけ医

などの地域医療 

学校教育の充実や青

少年の健全育成 

最寄り駅周辺のまち

づくり 

9 

位 

  

障害者の暮らしや

すさ 
高齢者の暮らしやすさ 

4.8  4.7  4.5  5.0  4.6  
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東部地区 

(n=300) 

北部地区 

(n=272) 

中部地区 

(n=293) 

南部地区 

(n=245) 

西部地区 

(n=347) 

10 位 
商店街や企業の振興 

10 

位 

駅舎のバリアフリ

ーなど、誰もが移

動しやすいまちづ

くり 

学校教育の充実や青

少年の健全育成 

9 

位 
電車の利便 

自転車利用のための道路

環境の整備 

4.5  4.6  4.4    5.0  4.5  

11 位 

学校教育の充実や青

少年の健全育成 

最寄り駅周辺のま

ちづくり 
電車の利便 

ごみの分別収集・リサ

イクルや街の美化 

11 

位 

学校教育の充実や

青少年の健全育成 

4.3  4.6  4.3  4.8  4.3  

12 位 
健康づくり支援 

12 

位 

自転車利用のため

の道路環境の整備 
商店街や企業の振興 

12 

位 

最寄り駅周辺の

まちづくり 

ごみの分別収集・

リサイクルや街の

美化 

4.1  4.3  4.2  4.7  4.3  

13 位 
電車の利便 

ごみの分別収集・

リサイクルや街の

美化 

駅舎のバリアフリー

など、誰もが移動し

やすいまちづくり 

駅舎のバリアフ

リーなど、誰も

が移動しやすい

まちづくり 

駅舎のバリアフリーな

ど、誰もが移動しやすい

まちづくり 

4.0  4.3  4.0  4.7  4.2  

14 位 

ごみの分別収集・リ

サイクルや街の美化 
健康づくり支援 

ごみの分別収集・リ

サイクルや街の美化 
商店街や企業の振興 

保育・学童など子育ての

しやすさ 

3.9  3.8  3.5  4.4  3.8  

15 位 

自転車利用のための

道路環境の整備 
区民利用施設の充実 

15 

位 

保育・学童など

子育てのしやす

さ 

15 

位 

学校教育の充実

や青少年の健全

育成 

電車の利便 

3.8  3.7  3.1  4.0  3.4  

16 位 

身近な行政窓口・相

談サービス 

16 

位 

保育・学童など子

育てのしやすさ 

身近な行政窓

口・相談サービ

ス 

健康づくり支援 
身近な行政窓口・相談サ

ービス 

3.4  3.6  3.1  4.0  3.3  

17 位 

保育・学童など子育

てのしやすさ 
電車の利便 

17 

位 

健康づくり支援 

17 

位 

車利用のための

道路環境の整備 

17 

位 

健康づくり支援 

3.2  3.6  3.0  3.9  3.1  

18 位 

緑地保全、緑化推進

や水辺環境の整備 

身近な行政窓口・

相談サービス 

スポーツの施設

の整備やスポー

ツ振興 

公園（緑道を含

む）の整備 
バスの利便 

2.8  3.6  3.0  3.9  3.1  
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東部地区 

(n=300) 

北部地区 

(n=272) 

中部地区 

(n=293) 

南部地区 

(n=245) 

西部地区 

(n=347) 

19 位 

車利用のための道路環

境の整備 

スポーツの施設の整

備やスポーツ振興 

公園（緑道を含む）の

整備 

保育・学童など子育て

のしやすさ 
街並み景観の整備 

2.8  3.4  2.8  3.8  2.8  

20 位 

20 

位 

スポーツの施設

の整備やスポー

ツ振興 

緑地保全、緑化推進

や水辺環境の整備 
区民利用施設の充実 

身近な行政窓口・相談

サービス 
区民利用施設の充実 

2.7  3.1  2.7  3.7  2.7  

21 位 

公園（緑道を含

む）の整備 

公園（緑道を含む）

の整備 

緑地保全、緑化推進や

水辺環境の整備 
街並み景観の整備 

車利用のための道路環境

の整備 

2.7  3.0  2.6  3.3  2.6  

22 位 

22 

位 

文化施設の整備

や市民文化の振

興 

街並み景観の整備 

22 

位 

車利用のための道

路環境の整備 
区民利用施設の充実 

スポーツの施設の整備や

スポーツ振興 

2.6  2.8  2.4  3.2  2.5  

23 位 

街並み景観の整

備 

文化施設の整備や市

民文化の振興 
街並み景観の整備 

緑地保全、緑化推進や

水辺環境の整備 

23 

位 

緑地保全、緑化推進

や水辺環境の整備 

2.6  2.4  2.4  2.9  2.2  

24 位 
区民利用施設の充実 

車利用のための道路

環境の整備 

文化施設の整備や市民

文化の振興 

スポーツの施設の整備

やスポーツ振興 

公園（緑道を含む）

の整備 

2.5  1.9  2.3  2.4  2.2  

25 位 

駅周辺等の放置自転車

対策 

広報・広聴など区政

への市民参加の推進 

駅周辺等の放置自転車

対策 

農地の保全や農業の振

興、地産地消 

駅周辺等の放置自転車対

策 

1.6  1.7  2.2  2.2  1.9  

26 位 
バスの利便 

駅周辺等の放置自転

車対策 
バスの利便 

文化施設の整備や市民

文化の振興 

文化施設の整備や市民文

化の振興 

1.3  1.5  2.1  2.0  1.6  

27 位 

広報・広聴など区政へ

の市民参加の推進 

農地の保全や農業の

振興、地産地消 

27 

位 

農地の保全や農業

の振興、地産地消 

駅周辺等の放置自転車

対策 

広報・広聴など区政への

市民参加の推進 

0.9  1.4  1.1  1.9  1.2  

28 位 

農地の保全や農業の振

興、地産地消 
バスの利便 

広報・広聴など区

政への市民参加の

推進 

広報・広聴など区政へ

の市民参加の推進 

農地の保全や農業の振

興、地産地消 

0.8  -0.7  1.1  1.0  0.9  
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61.0%

55.9%

48.9%

44.3%

40.6%

40.4%

33.5%

32.0%

26.8%

24.5%

18.3%

17.4%

17.3%

15.4%

8.2%

2.7%

5.9%

3.5%

0% 20% 40% 60%

携帯ラジオ、懐中電灯など非常持ち出し品の準備

近くの学校や公園などの避難場所の確認

３日分以上の食料や飲料水の備蓄

家具（タンス、食器棚など）等の転倒防止

建物の耐震対策の実施、又は耐震基準が改正

された昭和56年６月以降に建てた住宅への居住

家族との連絡方法の確認

日用品（衣料品、おむつなど）や常備薬の準備

トイレパックの備蓄

消火器の準備

風呂水のため置き

会社や学校などからの帰宅ルートの確認

防災訓練への参加

ハザードマップを活用した近くの危険箇所

（浸水想定区域、崖地など）の確認

近隣の人との声かけや会話

ガラスフィルム等によるガラスの飛散防止

子どもや高齢者などの支援対策

特になし

無回答

問 7 あなたやあなたの家族は、地震や風水害があった場合に備えて、どのような対策をしていま

すか。（○はいくつでも） (n=1,496) 

 

図 49 災害対策について 

 

５. 災害対策  

（１）災害対策について 

 

 

■全体の傾向 

「携帯ラジオ、懐中電灯など非常持ち出し品の準備」が 61.0％と最も高く、次いで「近くの学

校や公園などの避難場所の確認」55.9％、「３日分以上の食糧や飲料水の準備」48.9％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

災害に対する備えは「携帯ラジオ、懐中電灯など非常持ち出しの準備」が最多となっている 
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64.8

42.6

26.2

4.3

19.1

9.8

14.8

9.6

8.4

8.5

23.5

40.2

61.6

84.8

69.7

1.9

2.3

2.5

2.6

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域防災拠点

広域避難場所

いっとき避難場所

福祉避難所

仮設救護所

知っているし、場所もわかる 知っているが、場所はわからない

知らない 無回答

（２）避難先の認知度 

 

 

■全体の傾向 

避難先の認知度について、「知っているし、場所もわかる」が最も高いのが「地域防災拠点」で

64.8％となっている。 

「知っているが、場所はわからない」が最も高いのが「広域避難場所」で 14.8％となっている。 

「知らない」が最も高いのが「福祉避難所」で 84.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 8 あなたは、次の場所について知っていますか。（○はそれぞれひとつ） (n=1,496) 

 

図 50 避難先の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域防災拠点の認知度は「知っているし、場所もわかる」が６割超 
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■回答者属性別に見る特徴 

年代別にみると、「地域防災拠点」については、「知っているし、場所もわかる」は「60 歳代」が

70.0％で最も高い。「30 歳代」が最も低く 51.4％だが、全ての年代で半数以上が認知している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「広域避難場所」については「知っているし、場所もわかる」は「60 歳代」が 50.2％で最も高く、

「50 歳代」、「40 歳代」もほぼ同比率であるが、「10～20 歳代」が 27.7％で最も低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 52 避難先の認知度 ＜２）広域避難場所＞（年代別） 

54.6

51.4

71.1

66.6

70.0

65.6

9.2

12.7

9.5

7.2

10.6

11.2

36.2

35.9

18.7

25.6

18.5

18.1

0.6

0.6

0.9

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

(n=141)

30歳代

(n=181)

40歳代

(n=315)

50歳代

(n=320)

60歳代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

知っているし、場所もわかる 知っているが、場所はわからない 知らない 無回答

図 51 避難先の認知度 ＜１）地域防災拠点＞（年代別） 

27.7

35.9

46.7

47.8

50.2

38.0

13.5

14.9

13.0

16.9

14.1

15.2

58.9

49.2

39.4

35.3

34.8

38.4

1.0

0.9

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

(n=141)

30歳代

(n=181)

40歳代

(n=315)

50歳代

(n=320)

60歳代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

知っているし、場所もわかる 知っているが、場所はわからない 知らない 無回答
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「いっとき避難場所」については「知っているし、場所もわかる」は「70 歳以上」が 37.0％で

最も高く、年代が若くなるに従い、認知度が減少する傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「福祉避難所」については「知っているし、場所もわかる」は「70 歳代」が 7.2％で最も高いが、

全ての年代で「知らない」が 7割以上になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.9

13.8

24.4

24.4

33.5

37.0

9.9

6.6

8.3

9.4

11.5

11.6

75.2

78.5

65.7

66.3

53.7

43.5

1.1

1.6

1.3

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

(n=141)

30歳代

(n=181)

40歳代

(n=315)

50歳代

(n=320)

60歳代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

知っているし、場所もわかる 知っているが、場所はわからない 知らない 無回答

図 53 避難先の認知度 ＜３）いっとき避難場所＞（年代別） 

2.8

5.0

2.2

3.4

4.4

7.2

8.5

7.2

5.4

7.2

11.0

10.9

88.7

87.8

91.4

89.4

83.3

72.5

1.0

1.3

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

(n=141)

30歳代

(n=181)

40歳代

(n=315)

50歳代

(n=320)

60歳代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

知っているし、場所もわかる 知っているが、場所はわからない 知らない 無回答

図 54 避難先の認知度 ＜４）福祉避難所＞（年代別） 
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72.1

55.9

43.3

8.2

12.0

14.2

17.9

31.6

42.5

1.8

0.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入者

(n=959)

未加入者

(n=392)

不明

(n=127)

知っているし、場所もわかる 知っているが、場所はわからない 知らない 無回答

「仮設救護所」については「知っているし、場所もわかる」は「60 歳代」が 26.0％で最も高いが、

50 歳より若い年代では「知らない」が 7割以上になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会・町内会加入の有無別にみると、「地域防災拠点」については、「知っているし、場所もわ

かる」は加入者 72.1％、未加入者 55.9％、不明が 43.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 56 避難先の認知度 ＜１）地域防災拠点＞（自治会・町内会加入有無別） 

 

図 55 避難先の認知度 ＜５）仮設救護所＞（年代別） 

8.5

11.6

18.1

22.5

26.0

21.7

11.3

8.3

5.1

6.6

9.3

11.2

80.1

79.6

75.6

70.6

63.4

58.0

0.6

1.3

0.3

1.3

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

(n=141)

30歳代

(n=181)

40歳代

(n=315)

50歳代

(n=320)

60歳代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

知っているし、場所もわかる 知っているが、場所はわからない 知らない 無回答
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49.2

33.4

23.6

13.8

16.8

16.5

34.5

49.2

59.8

2.5

0.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入者

(n=959)

未加入者

(n=392)

不明

(n=127)

知っているし、場所もわかる 知っているが、場所はわからない 知らない 無回答

33.4

13.0

15.0

9.0

10.2

13.4

55.1

76.0

71.7

2.6

0.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入者

(n=959)

未加入者

(n=392)

不明

(n=127)

知っているし、場所もわかる 知っているが、場所はわからない 知らない 無回答

「広域避難場所」については「知っているし、場所もわかる」は加入者 49.2％、未加入者 33.4％、

不明が 23.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いっとき避難場所」については「知っているし、場所もわかる」は加入者 33.4％、未加入者 13.0％、

不明が 15.0％となっている。いずれも「知らない」方の割合が過半数を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 58 避難先の認知度 ＜３）いっとき避難場所＞（自治会・町内会加入有無別） 

 

図 57 避難先の認知度 ＜２）広域避難場所＞（自治会・町内会加入有無別） 
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5.4

2.6

1.6

8.3

7.4

11.0

83.4

89.5

87.4

2.8

0.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入者

(n=959)

未加入者

(n=392)

不明

(n=127)

知っているし、場所もわかる 知っているが、場所はわからない 知らない 無回答

23.4

13.5

7.1

7.7

9.4

11.0

66.1

76.3

81.9

2.8

0.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入者

(n=959)

未加入者

(n=392)

不明

(n=127)

知っているし、場所もわかる 知っているが、場所はわからない 知らない 無回答

「福祉避難所」については「知っているし、場所もわかる」は加入者 5.4％、未加入者 2.6％、加

不明が 1.6％となっている。いずれも「知らない」方の割合が８割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仮設救護所」については「知っているし、場所もわかる」は加入者 23.4％、未加入者 13.5％、

不明が 7.1％となっている。いずれも「知らない」の割合が６割以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 59 避難先の認知度 ＜４）福祉避難所＞（自治会・町内会加入有無別） 

 

図 60 避難先の認知度 ＜５）仮設救護所＞（自治会・町内会加入有無別） 

 



          令和元年度 都筑区区民意識調査 

51 
 

（３）防災情報収集手段の認知度 

 
 

■全体の傾向 

「Yahoo!防災速報アプリ」が 37.7％と最も高く、次いで「市や区のホームページ」が 35.3％、「横

浜市防災情報Ｅメール」は 20.2％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問９  あなたは、次の情報収集手段について知っていますか。（○はいくつでも） (n=1,496) 

 

図 61 防災情報収集手段 

 

 

 

 

 

37.7%

35.3%

20.2%

12.1%

7.9%

6.8%

2.7%

28.8%

0% 10% 20% 30% 40%

Yahoo!防災速報アプリ

市や区のホームページ

横浜市防災情報Eメール

防災用スピーカー

市や区のツイッター

横浜市水防災情報

その他

無回答

防災情報収集手段の認知度は「Yahoo!防災速報アプリ」が最も高い 
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（４）防災情報収集手段の利用状況 

 

 

■全体の傾向 

「Yahoo!防災速報アプリ」が 45.0％と最も高く、次いで「横浜市防災情報Ｅメール」が 16.8％、

「市や区のツイッター」は 6.6％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問９－1 問９で「１ 横浜市防災情報Ｅメール」、「２ Yahoo!防災速報アプリ」、 

「３ 市や区のツイッター」のいずれかを知っていると選択した方にお聞きします。そのうち登録

（インストール）しているものはありますか。（○はいくつでも） (n=743) 

 

図 62 インストールしている 

 

45.0%

16.8%

6.6%

40.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

Yahoo!防災速報アプリ

横浜市防災情報Eメール

市や区のツイッター

無回答

「Yahoo!防災速報アプリ」が最も高く、４割以上となっている 



          令和元年度 都筑区区民意識調査 

53 
 

 

 

図 64 自治会・町内会への加入状況（平成 27 年度都筑区区民意識調査）（n=1,558） 

６. 自治会・町内会活動 

（１）自治会・町内会への加入状況 

 

 

■全体の傾向 

「入っている」が 64.1％、「入っていない」が 26.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 10 あなたは、自治会町内会に入っていますか。（○はひとつ） (n=1,496) 

 

図 63 自治会・町内会への加入状況 

 

 

 

入っている

64.1%

入っていない

26.2%

わからない

8.5%

無回答

1.2%

入っている

71.8%

入っていない

21.2%

わからない

5.7%

無回答

1.3%

自治会・町内会への加入状況は６割強 

年代や居住年数が上がるほど加入率が高まる傾向 
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図 65 自治会・町内会への加入状況（地区別） 

図 66 自治会・町内会への加入状況（年代別） 

■地区別にみる特徴 

地区別でみると、「入っている」は「西部地区」で 72.6％と最も高く、次いで「南部地区」65.7％、

「北部地区」63.6％となっている。「東部地区」は 61.3％、「中部地区」は 56.0％で、すべての地区

で５割以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■回答者属性別にみる特徴 

年代別でみると、おおむね年代が上がるにつれて加入率が高くなっている。最も低い「10～20 歳

代」では 31.9％だが、「50 歳代」、「60 歳代」、「70 歳代」では７割以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

61.3

63.6

56.0

65.7

72.6

30.3

28.7

30.0

23.7

19.6

8.0

7.7

13.3

9.4

5.2

0.3

0.7

1.2

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

入っている 入っていない わからない 無回答

31.9

47.0

59.4

72.2

75.3

78.6

41.8

38.7

31.4

24.1

18.5

13.8

26.2

14.4

8.6

3.8

4.0

5.1

0.6

2.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

(n=141)

30歳代

(n=181)

40歳代

(n=315)

50歳代

(n=320)

60歳代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

入っている 入っていない わからない 無回答
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72.2

86.7

94.7

81.0

75.3

80.0

73.5

65.2

70.8

65.7

50.0

36.1

11.1

13.3

5.3

15.5

17.6

12.0

18.5

24.9

19.5

25.4

40.0

47.9

5.6

1.2

3.5

8.0

6.6

8.6

9.2

8.8

10.0

14.9

11.1

2.4

3.5

1.3

1.3

0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和19年(1944年)以前

(n=18)

昭和20～29年(1945年～1954年)

(n=15)

昭和30～39年(1955年～1964年)

(n=38)

昭和40～49年(1965年～1974年)

(n=84)

昭和50～59年(1975年～1984年)

(n=85)

昭和60～平成元年(1985年～1989年)

(n=75)

平成2～平成6年(1990～1994年)

(n=151)

平成7～平成11年(1995～1999年)

(n=233)

平成12～平成16年(2000～2004年)

(n=195)

平成17～平成21年(2005～2009年)

(n=181)

平成22～平成26年(2010～2014年)

(n=190)

平成27年以降(2015年以降)

(n=194)

入っている 入っていない わからない 無回答

図 67 自治会・町内会への加入状況（居住開始時期別） 

 

86.5

66.2

70.3

28.2

30.0

72.2

8.0

22.3

24.3

59.2

70.0

5.6

3.8

10.3

5.4

12.4

0.0

22.2

1.7

1.1

0.0

0.3

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持ち家(一戸建て)

(n=526)

持ち家(分譲マンション、共同住宅)

(n=524)

借家(一戸建て)

(n=37)

借家(賃貸マンション、アパート、共同住宅)

(n=348)

社宅、寮、公務員住宅等

(n=20)

その他

(n=18)

入っている 入っていない わからない 無回答

居住開始時期別でみると、住み始めた時期が遅いほど加入率は減少している傾向となっている。 

昭和 30～39 年（1955～1964 年）が 94.7％で最も高く、「平成 27 年以降（2015 年以降）」は 36.1％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

住まいの形態別でみると、「持ち家（一戸建て）」が最も高く、86.5％となっており、「借家（賃貸

マンション、アパート、共同住宅）」は 28.2％と最も低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 68 自治会・町内会への加入状況（住まいの形態別） 
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72.1

57.9

44.7

37.5

55.3

19.8

31.5

36.8

45.8

34.6

6.8

9.7

15.8

12.5

9.4

1.2

0.8

2.6

4.2

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと住み続けたい

(n=746)

当分は住み続けたい

(n=504)

できればよそへ移りたい

(n=38)

よそへ移りたい

(n=24)

特に考えていない

(n=159)

入っている 入っていない わからない 無回答

46.9

67.5

63.7

84.2

45.5

40.8

24.8

26.6

9.2

40.9

10.2

5.5

9.4

6.6

13.6

2.0

2.1

0.3

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らし

(n=98)

夫婦だけ

(n=379)

親と子(2世代)

(n=895)

親と子と孫(3世代)

(n=76)

その他

(n=22)

入っている 入っていない わからない 無回答

居住意向別でみると、「ずっと住み続けたい」層の加入率が最も高く 72.1％となっているが、「よ

そへ移りたい」層の加入率は 37.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族形態別でみると、「親と子と孫（３世代）」が 84.2％と最も高くなっている。 

最も低いのは「ひとり暮らし」46.9％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 69 自治会・町内会への加入状況（居住意向別） 

 

図 70 自治会・町内会への加入状況（家族形態別） 
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問 11 あなたが自治会町内会活動に期待することはどのような取組ですか。（○はいくつでも） 

(n=1,496) 

 

図 71 自治会町内会活動に期待する取組 

 

 

 

（２）自治会町内会活動に期待すること 

 

 

■全体の傾向 

「災害時や日ごろの支え合い」及び「防犯活動」が 50.5％と最も高く、次いで「防災活動」が 45.1％、

「子供の見守り・子育て支援」が 41.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.5%

50.5%

45.1%

41.3%

32.6%

32.4%

27.6%

26.9%

15.8%

12.7%

10.4%

3.1%

10.0%

0% 20% 40% 60%

災害時や日頃の支え合い

防犯活動

防災活動

子どもの見守り・子育て支援

回覧板等による情報提供

高齢者の見守り・老人会活動

地域のイベント（さくら祭り、夏祭り、運動会など）

地域美化活動

交通安全運動

消防団活動

地域での健康づくり

その他

無回答

上位は「災害や日ごろの支え合い」「防犯活動」で５割超 
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図 73 隣近所に住んでいる人を知っているか（地区別） 

よく知っている

13.8%

だいたい知っている

47.6%

あまり知らない

31.9%

まったく知らない

5.6%

無回答

1.1%

７. 地域での日頃の支え合い 

（１）隣近所に住んでいる人を知っているか 

 

 

 

■全体の傾向 

「だいたい知っている」が 47.6％と最も高く、「よく知っている」13.8％と合わせると 61.4％は

「知っている」と回答している。 

「あまり知らない」は 31.9％で、「まったく知らない」5.6％と合わせると 37.5％は「知らない」

と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区別にみる特徴 

地区別でみると、「よく知っている」と「だいたい知っている」を合わせた『知っている』は、「西

部地区」が 66.0％、次いで「南部地区」が 64.9％となっている。「東部地区」は 62.0％、「北部地

区」は 58.8％で６割を下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 あなたは、隣近所に住んでいる人を知っていますか。（○はひとつ） (n=1,496) 

 

図 72 隣近所に住んでいる人を知っているか 

 

16.7

13.6

7.8

15.9

15.6

45.3

45.2

46.8

49.0

50.4

32.7

35.3

36.9

26.9

29.4

5.0

4.8

7.5

7.3

4.0

0.3

1.1

1.0

0.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

よく知っている だいたい知っている あまり知らない まったく知らない 無回答

『知っている』が６割超 

小学生、高齢者（65 歳以上）が同居家族にいるとその割合が高くなる 
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図 74 隣近所に住んでいる人を知っているか（性別） 

図 75 隣近所に住んでいる人を知っているか（年代別） 

■回答者属性別にみる特徴 

性別でみると、「よく知っている」と「だいたい知っている」を合わせた『知っている』は、「女

性」は 65.2％、「男性」は 57.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別でみると、「よく知っている」と「だいたい知っている」を合わせた『知っている』は、お

おむね年代が上がるごとに高くなっている。「10～20 歳代」が 47.5％と最も低く、「60 歳代」は 70.9％

と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.6

15.5

45.6

49.7

35.3

29.7

6.6

4.8

0.9

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

(n=654)

女性

(n=795)

よく知っている だいたい知っている あまり知らない まったく知らない 無回答

7.1

9.9

11.1

12.8

17.6

21.4

40.4

39.8

48.9

49.7

53.3

47.5

41.1

42.0

35.6

32.2

24.7

23.9

11.3

8.3

4.4

5.3

4.4

3.6 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

(n=141)

30歳代

(n=181)

40歳代

(n=315)

50歳代

(n=320)

60歳代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

よく知っている だいたい知っている あまり知らない まったく知らない 無回答
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33.3

20.0

28.9

35.7

16.5

14.7

14.6

12.4

12.8

13.8

10.0

3.6

38.9

66.7

50.0

48.8

55.3

65.3

56.3

54.9

53.3

38.1

45.3

25.3

11.1

13.3

15.8

9.5

22.4

16.0

25.8

27.5

32.3

40.9

41.6

52.1

2.6

3.6

4.7

4.0

3.3

5.2

1.0

7.2

3.2

18.0

16.7

2.6

2.4

1.2

0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和19年(1944年)以前

(n=18)

昭和20～29年(1945年～1954年)

(n=15)

昭和30～39年(1955年～1964年)

(n=38)

昭和40～49年(1965年～1974年)

(n=84)

昭和50～59年(1975年～1984年)

(n=85)

昭和60～平成元年(1985年～1989年)

(n=75)

平成2～平成6年(1990～1994年)

(n=151)

平成7～平成11年(1995～1999年)

(n=233)

平成12～平成16年(2000～2004年)

(n=195)

平成17～平成21年(2005～2009年)

(n=181)

平成22～平成26年(2010～2014年)

(n=190)

平成27年以降(2015年以降)

(n=194)

よく知っている だいたい知っている あまり知らない まったく知らない 無回答

図 76 隣近所に住んでいる人を知っているか（居住開始時期別） 

 

11.6

12.8

44.9

49.4

38.6

31.7

4.8

5.7

0.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども(未就学児)がいる

(n=207)

子ども(未就学児)はいない

(n=892)

よく知っている だいたい知っている あまり知らない まったく知らない 無回答

居住開始時期別でみると、おおむね住み始めた時期が遅いほど、「よく知っている」と「だいたい

知っている」を合わせた『知っている』は、低くなる傾向がある。 

一番高い「昭和 20～29 年」の 86.7％に対し「平成 27 年以降（2015 年以降）」は 28.9％で最も低

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未就学児の同居有無別でみると、「よく知っている」と「だいたい知っている」を合わせた『知っ

ている』は、「未就学児はいない」が「未就学児がいる」より高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 77 隣近所に住んでいる人を知っているか（未就学児の有無別） 
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図 78 隣近所に住んでいる人を知っているか（小学生の有無別） 

18.6

10.8

52.3

46.8

24.7

36.0

2.7

6.4

1.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者(65歳以上)がいる

(n=365)

高齢者(65歳以上)はいない

(n=812)

よく知っている だいたい知っている あまり知らない まったく知らない 無回答

19.9

3.8

0.8

55.4

34.7

29.1

21.7

48.5

59.1

2.2

12.8

10.2

0.8

0.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入者

(n=959)

未加入者

(n=392)

不明

(n=127)

よく知っている だいたい知っている あまり知らない まったく知らない 無回答

小学生の同居有無別でみると、「よく知っている」、「だいたい知っている」とも、「小学生がいる」

人の方が「小学生はいない」人より高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者（65 歳以上）の同居有無別でみると、「よく知っている」、「だいたい知っている」とも、「高

齢者（65 歳以上）がいる」人の方が「高齢者（65 歳以上）はいない」人より高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会・町内会の加入有無別でみると、「よく知っている」、「だいたい知っている」とも、加入者

が未加入者、不明より高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.6

12.3

53.9

47.2

29.6

34.0

2.9

6.2 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生がいる

(n=206)

小学生はいない

(n=886)

よく知っている だいたい知っている あまり知らない まったく知らない 無回答

図 79 隣近所に住んでいる人を知っているか（高齢者の有無別） 

 

図 80 隣近所に住んでいる人を知っているか（自治会・町内会の加入有無別） 
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お互い困ったときに

は助け合っている

9.3%
お互いに訪問し

あっている

2.3%

立ち話をする程度

23.9%

あいさつをする程度

53.6%

ほとんど付き合いはない

8.2%

無回答

2.6%

お互い困ったときに

は助け合っている

10.9%

お互いに訪問しあっている

3.3%

立ち話をする程度

23.9%

あいさつをする程度

50.7%

ほとんど付き合いはない

8.0%

無回答

3.1%

（２）日頃の近所づきあいの程度 

 

 

 

 

■全体の傾向 

「あいさつをする程度」が 53.6％と最も高く、次いで「立ち話をする程度」23.9％、「お互い困っ

たときには助け合っている」9.3％となっている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「お互い困ったときには助けあっている」と「お互いに訪問しあっ

ている」は減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 82 近所づきあいの程度（年代別・平成 27 年度都筑区区民意識調査） （n=1,558） 

 

「お互い困ったときには助けあっている」は、約１割 

小学生、高齢者（65 歳位以上）と同居している人、自治会・町内会に入っている人が高くなっ

ている 

問 13 あなたは日頃、どの程度の近所づきあいをしていますか。（○はひとつ） (n=1,496) 

 

図 81 近所づきあいの程度 
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困ったとき、相談したり

助け合ったりする

5.1%

一緒に買い物に行ったり、気の

合った人と親しくしている

4.9%

たまに立ち話をする

25.9%

道で会えば挨拶ぐらいする

49.3%

顔もよく知らない

14.1%

無回答

0.7%

9.3

9.2

6.1

11.8

9.8

4.0

2.6

1.4

1.6

2.0

22.3

25.0

22.9

24.1

24.8

55.7

56.3

59.0

50.2

49.6

6.7

5.1

9.2

9.4

10.7

2.0

1.8

1.4

2.9

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

お互い困ったときには助け合っている お互いに訪問しあっている 立ち話をする程度

あいさつをする程度 ほとんど付き合いはない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区別にみる特徴 

地区別でみると、「お互い困ったときには助け合っている」は「南部地区」が 11.8％、「西部地区」

が 9.8％と高く、「中部地区」で 6.1％と最も低い。 

「ほとんど付き合いはない」という回答は、「西部地区」で 10.7％と最も高く、「北部地区」で 5.1％

と最も低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図 83 近所づきあいの程度（令和元年度横浜市市民意識調査）（n=2,502） 

 

図 84 近所づきあいの程度（地区別） 
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図 85 近所づきあいの程度（性別） 

図 86 近所づきあいの程度（年代別） 

■回答者属性別にみる特徴 

性別でみると、「お互い困ったときには助け合っている」、「お互いに訪問しあっている」、「立ち話

をする程度」とも「女性」の割合の方が高くなっており、「あいさつをする程度」、「ほとんど付き合

いはない」は「男性」の割合の方が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別でみると、「お互い困ったときには助け合っている」は「10～20 歳代」が最も低く 4.3％、

「70 歳以上」が最も高く 14.9％となっている。「立ち話をする程度」はおおむね年齢が上がるごと

に高くなり、「あいさつをする程度」、「ほとんど付き合いはない」は低くなる傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.2

12.7

1.8

2.6

21.7

25.5

60.4

48.6

9.2

7.8

1.7

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

(n=654)

女性

(n=795)

お互い困ったときには助け合っている お互いに訪問しあっている 立ち話をする程度

あいさつをする程度 ほとんど付き合いはない 無回答

4.3

7.2

8.9

8.1

9.3

14.9

0.6

3.5

1.6

3.1

3.6

5.0

17.1

21.3

25.0

29.1

35.5

70.9

63.5

55.9

57.2

48.0

37.3

19.1

10.5

8.6

7.5

7.0

3.3

0.7

1.1

1.9

0.6

3.5

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

(n=141)

30歳代

(n=181)

40歳代

(n=315)

50歳代

(n=320)

60歳代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

お互い困ったときには助け合っている お互いに訪問しあっている 立ち話をする程度

あいさつをする程度 ほとんど付き合いはない 無回答
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33.3

20.0

18.4

15.5

15.3

8.0

9.3

6.9

10.3

7.7

9.5

3.6

5.6

0.0

2.6

2.4

4.7

2.7

2.6

1.7

2.1

1.7

3.2

1.0

22.2

40.0

36.8

34.5

25.9

33.3

30.5

25.3

25.1

16.6

19.5

13.4

33.3

33.3

31.6

34.5

40.0

48.0

49.7

56.2

54.9

62.4

60.0

65.5

5.6

5.3

6.0

8.2

4.0

7.3

6.9

6.7

9.9

6.8

16.0

6.7

5.3

7.1

5.9

4.0

0.7

3.0

1.0

1.7

1.1

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和19年(1944年)以前

(n=18)

昭和20～29年(1945年～1954年)

(n=15)

昭和30～39年(1955年～1964年)

(n=38)

昭和40～49年(1965年～1974年)

(n=84)

昭和50～59年(1975年～1984年)

(n=85)

昭和60～平成元年(1985年～1989年)

(n=75)

平成2～平成6年(1990～1994年)

(n=151)

平成7～平成11年(1995～1999年)

(n=233)

平成12～平成16年(2000～2004年)

(n=195)

平成17～平成21年(2005～2009年)

(n=181)

平成22～平成26年(2010～2014年)

(n=190)

平成27年以降(2015年以降)

(n=194)

お互い困ったときには助け合っている お互いに訪問しあっている 立ち話をする程度

あいさつをする程度 ほとんど付き合いはない 無回答

図 87 近所づきあいの程度（居住開始時期別） 

 

8.7

8.1

1.9

2.5

22.7

23.9

58.5

55.5

6.8

8.0

1.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども(未就学児)がいる

(n=207)

子ども(未就学児)はいない

(n=892)

お互い困ったときには助け合っている お互いに訪問しあっている 立ち話をする程度

あいさつをする程度 ほとんど付き合いはない 無回答

居住開始時期別でみると、住み始めた時期が遅いほど「お互い困ったときには助け合っている」、

「立ち話をする程度」の割合は低くなる傾向にあり、「あいさつをする程度」の割合は高くなる傾向

にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未就学児の同居有無別でみると、「あいさつをする程度」は「未就学児がいる」人の 58.5％に対し

て、「未就学児はいない」人は 55.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 88 近所づきあいの程度（未就学児の有無別） 
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図 89 近所づきあいの程度（小学生の有無別） 

11.9

5.4

1.6

2.8

1.8

0.8

30.4

13.0

7.1

47.4

63.3

74.0

4.5

15.3

15.7

2.9

1.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入者

(n=959)

未加入者

(n=392)

不明

(n=127)

お互い困ったときには助け合っている お互いに訪問しあっている 立ち話をする程度

あいさつをする程度 ほとんど付き合いはない 無回答

12.1

7.3

3.6

1.8

28.8

22.0

45.2

59.1

6.3

8.3

4.1

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者(65歳以上)がいる

(n=365)

高齢者(65歳以上)はいない

(n=812)

お互い困ったときには助け合っている お互いに訪問しあっている 立ち話をする程度

あいさつをする程度 ほとんど付き合いはない 無回答

小学生の同居有無別でみると、「お互い困ったときには助け合っている」、「お互いに訪問しあって

いる」の割合が「小学生がいる」方が高くなっており、「立ち話をする程度」、「あいさつをする程度」、

「ほとんど付き合いはない」の割合は「小学生はいない」方が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者（65 歳以上）の同居有無別でみると、「お互い困ったときには助け合っている」、「お互い

に訪問しあっている」、「立ち話をする程度」の割合が「高齢者（65 歳以上）がいる」方が高くな

っており、「あいさつをする程度」、「ほとんど付き合いはない」の割合は「高齢者（65 歳以上）は

いない」方が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会・町内会加入有無別でみると、「お互い困ったときには助け合っている」、「お互いに訪問

しあっている」、「立ち話をする程度」の割合は加入者の方が高くなっており、「あいさつをする程

度」、「ほとんど付き合いはない」の割合は未加入者の方が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.6

7.3

5.8

1.6

21.4

24.0

53.4

56.5

4.9

8.5

1.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生がいる

(n=206)

小学生はいない

(n=886)

お互い困ったときには助け合っている お互いに訪問しあっている 立ち話をする程度

あいさつをする程度 ほとんど付き合いはない 無回答

図 90 近所づきあいの程度（高齢者（65 歳以上）の有無別） 

 

図 91 近所づきあいの程度（自治会・町内会加入有無別） 
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問 14 あなたは、以下の１)～13)の社会貢献活動について、都筑区内において、過去１年間に、社

会貢献活動（自治会町内会活動、ボランティア活動、ＮＰＯ(特定非営利活動)法人活動など）

を行ったことがありますか。（○はいくつでも） (n=1,496) 

 

図 92 過去１年間の社会貢献活動の経験 
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72.1%

0% 20% 40% 60% 80%

高齢者支援に関する活動

障害者支援に関する活動

保健・医療に関する活動

学習活動に関する指導などの活動

国際交流・協力に関する活動

子育て支援、児童・青少年育成に関する活動

スポーツ・レクリエーションに関する活動

防災・災害救援に関する活動

防犯・安全に関する活動

まちづくりに関する活動

自然・環境保護に関する活動

人権擁護に関する活動

その他

活動経験なし

R1   n=1,496 H27   n=1,558

８. 区内における社会貢献活動 

（１）過去１年間の社会貢献活動の経験 

 

 

■全体の傾向 

社会貢献活動の経験がある人は 27.2％で、細かく見ると以下となっている。 

「自然・環境保護に関する活動」が 9.6％と最も高く、次いで「まちづくりに関する活動」が

8.7％、「防犯・安全に関する活動」が 8.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会貢献活動の経験がある人は 27.2％、ない人は 72.8％となっている 
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図 93 過去１年間の社会貢献活動の経験有無（年代別） 
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72.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども(未就学児)がいる

(n=207)

子ども(未就学児)はいない

(n=892)

経験あり 経験なし

■回答者属性別にみる特徴 

年代でみると、「経験あり」の回答が「30 歳代」が最も低く 16.0％、「40 歳代」、「60 歳代」「70 歳

以上」は３割超となっており、「60 歳代」が最も高く 34.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未就学児の同居有無別でみると、「経験あり」は「未就学児がいる」人は 24.2％、「未就学児はい

ない」人 27.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 94 過去１年間の社会貢献活動の経験有無（未就学児の有無別） 
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31.1

24.4
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
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(n=141)

30歳代

(n=181)

40歳代

(n=315)

50歳代

(n=320)

60歳代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

経験あり 経験なし
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図 95 過去１年間の社会貢献活動の経験有無（小学生の有無別） 
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保健・医療に関する活動

学習活動に関する指導などの活動

国際交流・協力に関する活動

子育て支援、児童・青少年育成に関する活動

スポーツ・レクリエーションに関する活動

防災・災害救援に関する活動

防犯・安全に関する活動

まちづくりに関する活動

自然・環境保護に関する活動

人権擁護に関する活動

その他

小学生がいる n=206 小学生はいない n=886

小学生の同居有無別でみると、「小学生がいる」人は「経験あり」が 37.9％、「小学生はいな

い」人は「経験あり」は 25.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「小学生がいる」人では「子育て支援、児童、青少年育成に関する活動」が 16.0％で最も高く、

「小学生はいない」人では「自然・環境保護に関する活動」が 10.2％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.9

25.1

62.1

74.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生がいる

(n=206)

小学生はいない

(n=886)

図 96 過去１年間の社会貢献活動の経験有無（小学生の有無別） 

 

経験あり 経験なし
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35.6
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75.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者(65歳以上)がいる

(n=365)

高齢者(65歳以上)はいない

(n=812)

経験あり 経験なし

高齢者の同居有無別でみると、「経験ある」人の割合は「高齢者（65 歳以上）がいる」人は 35.6％、

「高齢者（65 歳以上）はいない」人は 24.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 97 過去１年間の社会貢献活動の経験有無（高齢者の有無別） 
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11.2%

9.6%
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12.4%
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56.8%
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10.0%

9.5%
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7.3%

13.1%
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0.5%

62.1%
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高齢者支援に関する活動

障害者支援に関する活動

保健・医療に関する活動

学習活動に関する指導などの活動

国際交流・協力に関する活動

子育て支援、児童・青少年育成に関する活動

スポーツ・レクリエーションに関する活動

防災・災害救援に関する活動

防犯・安全に関する活動

まちづくりに関する活動

自然・環境保護に関する活動

人権擁護に関する活動

その他

参画意向なし

R1   n=1,496 H27   n=1,558

（２）社会貢献活動への参画意向 

 

 

■全体の傾向 

「自然・環境保護に関する活動」が 15.2％と最も高く、次いで「防災・災害救援に関する活動」

が 12.7％、「国際交流・協力に関する活動」が 12.4％となっている。 

前回調査と比べると「国際交流・協力に関する活動」の順位が上がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 あなたは、以下の１)～12)の社会貢献活動について、都筑区内において、今後新たに（もし

くは継続して）参画したい活動がありますか。（○はいくつでも） 

 

図 98 社会貢献活動への参画意向 

 

社会貢献活動への参画意向がある人は 43.2％、ない人は 56.8％ 
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図 99 社会貢献活動への参画意向（年代別） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども(未就学児)がいる

(n=207)

子ども(未就学児)はいない

(n=892)

意向あり 意向なし

■回答者属性別にみる特徴 

年代別でみると、「70 歳以上」は「意向あり」が 30.8％で最も低くなっており、他の年代では４

割から５割弱となっており、最も高いのは「60 歳代」の 49.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未就学児の同居有無別でみると、「意向あり」は「未就学児がいる」人は 52.7％、「未就学児はい

ない」人は 44.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.7

49.2

46.7

43.1

49.8

30.8

55.3

50.8

53.3

56.9

50.2

69.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

(n=141)

30歳代

(n=181)

40歳代

(n=315)

50歳代

(n=320)

60歳代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

図 100 社会貢献活動への参画意向（未就学児の有無別） 

 

意向あり 意向なし



          令和元年度 都筑区区民意識調査 

73 
 

図 101 社会貢献活動への参画意向（小学生の有無別） 
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スポーツ・レクリエーションに関する活動
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まちづくりに関する活動
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人権擁護に関する活動

その他

小学生がいる n=206 小学生はいない n=886

小学生の同居有無別でみると、「小学生がいる」人は「意向あり」が 50.0％、「小学生はいない」

人は 44.5％で、「小学生がいる」人の方が「意向あり」が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「小学生がいる」人では「子育て支援、児童･青少年育成に関する活動」が 17.5％で最も高く、

「小学生はいない」人では「自然・環境保護に関する活動」が 15.5％で最も高くなっている。 
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図 102 社会貢献活動への参画意向（小学生の有無別） 
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          令和元年度 都筑区区民意識調査 

74 
 

40.0

46.6

60.0

53.4
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高齢者(65歳以上)がいる

(n=365)

高齢者(65歳以上)はいない

(n=812)

意向あり 意向なし

高齢者の同居有無別でみると、「高齢者（65 歳以上）がいる」人は「意向あり」が 40.0％、「高齢

者（65 歳以上）はいない」人は「意向あり」は 46.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 103 社会貢献活動への参画意向（高齢者の有無別） 
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問 14 あなたは、以下の１)～12)の社会貢献活動について、今後、地域の中でより充実させていく

べき、重要度が高いと考える活動がありますか。（○はいくつでも） (n=1,496) 

 

図 104 重要度が高いと考える社会貢献活動 

 

（３）地域の中で充実させていくべき、重要度が高いと考える社会貢献活動 

 

 

■全体の傾向 

｢高齢者支援に関する活動」が 45.3％と最も高く、次いで「防災・災害救援に関する活動」が 42.3％、

「防犯・安全に関する活動」40.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重要度が高い社会貢献活動は「高齢者支援に関する活動」が最も高い 
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保健・医療に関する活動

学習活動に関する指導などの活動
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その他

無回答
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■回答者属性別に見る特徴 

年代別にみると、30 代を除いた全ての年代で「高齢者支援に関する活動」、「防災・災害救援に関

する活動」、「防犯・安全に関する活動」、の割合が高くなっている。 

「高齢者支援に関する活動」が最も高いのは「60 歳代」、「防災・災害救援に関する活動」は「50

歳代」、「防犯・安全に関する活動」は「10-20 歳代」になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 105 重要度が高いと考える社会貢献活動（年代別） 
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40 歳代  n=315 

60 歳代  n=227 

50 歳代  n=320 
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国際交流・協力に関する活動

子育て支援、児童・青少年育成に関する活動

スポーツ・レクリエーションに関する活動

防災・災害救援に関する活動

防犯・安全に関する活動

まちづくりに関する活動

自然・環境保護に関する活動

人権擁護に関する活動

その他

無回答
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問 14－１ 問 14①で 1)から 13)にひとつでも○をつけた方にお聞きします。初めて社会貢献活動

に参加したきっかけは、この中のどれにあたりますか。（○はひとつ） (n=407) 

 

図 106 初めて社会貢献活動に参加したきっかけ 

 

（４）初めて社会貢献活動に参加したきっかけ 

 

 

■全体の傾向 

「自治会町内会の当番にあたったから」が 32.4％と最も高く、次いで「地域に貢献したいから」

14.7％、「近所の方や友人に誘われたから」12.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社会貢献活動に参加したきっかけは「自治会町内会の当番にあたったから」が最も高く３割超 

地域に貢献したいから

14.7%

近所の方や友人に誘われたから

12.3%

地域に仲間や友人が欲しいから

2.9%

自治会町内会の当番に当たったから

32.4%

自分自身の楽しみ、

充実感を得たいから

8.4%

回覧板・掲示板を見て活動の

情報が入手できたから

3.4%

インターネットを見て活動

の情報が入手できたから

0.5%

SNSを見て活動の情報が

入手できたから

0.2%

仕事や子育てなどが落ち着き、

時間にゆとりができたから

2.5%

その他

7.1%

無回答

15.5%
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問 14－2 問 14①で 1)から 13)に○をつけなかった方にお聞きします。どのような状況であれば社

会貢献活動に参加しやすいですか。（○はひとつ） (n=1,089) 

 

図 107 どのような状況であれば社会貢献活動に参加しやすいか 

 
知っている人が

参加している

9.5%

気軽に参加できる

活動がある

25.3%

活動場所が近くにある

6.7%
経費や手間が

かからない

10.7%

活動に必要な技術

や経験が活かせる

4.2%

その他

7.3%

無回答

36.4%

（５）社会貢献活動に参加しやすい状況 

 

 

■全体の傾向 

「気軽に参加できる活動」が 25.3％と最も高く、次いで「経費や手間がかからない」10.7％、「知

っている人が参加している」9.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社会貢献活動に参加しやすい状況は「気軽に参加できる活動がある」が最も高い 
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65.6%

52.7%

34.2%

31.4%

30.5%

26.7%

13.7%

12.0%

11.6%

7.2%

9.4%

0% 20% 40% 60%

安否確認の声かけ

災害時の避難の手助け

ごみ出し

話し相手や相談相手

買い物

ちょっとした力仕事

こどもの預かり

食事の差し入れ

掃除・洗濯の手伝い

特になし

無回答

９. 地域の福祉保健活動 

（１）近所の方に手伝いできること 

 

 

 

■全体の傾向 

「安否確認の声掛け」が 65.6％と最も高く、次いで「災害時の避難の手助け」52.7％、「ごみ出

し」34.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 15 あなたは近所の困っている方にどのような手伝いができると思いますか。（○はいくつでも）  

(n=1,496) 

図 108 近所の方に手伝いできること 

 

 

近所の方に手伝いできることは「安否確認の声掛け」と「災害時の避難の手助け」が５割を超え

ている 
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31.9%

22.9%

13.8%

7.6%

7.5%

6.7%

6.6%

4.6%

3.6%

25.4%

29.4%

0% 10% 20% 30% 40%

災害時の避難の手助け

安否確認の声かけ

ちょっとした力仕事

こどもの預かり

話し相手や相談相手

ごみ出し

買い物

食事の差し入れ

掃除・洗濯の手伝い

特になし

無回答

（２）近所の方に手伝ってほしいこと 

 

 

■全体の傾向 

「災害時の避難の手助け」が 31.9％と最も高く、次いで「特になし」25.4％、「安否確認の声掛

け」22.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 15 少し困ったことがあった場合、ご近所から手伝ってもらいたいことはありますか。（○はいく

つでも） (n=1,496) 

図 109 近所の方に手伝ってほしいこと 

 

 

近所の方に手伝ってほしいことは「災害時の避難の手助け」が最も高く、３割を超えている 
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図 111 子育て経験の有無（地区別） 

経験がある

48.1%

現在子育て中

(18歳未満の子)

25.7%

子どもが生ま

れる予定

0.9%

ない

22.5%

無回答

2.7%

10. 子ども・子育て支援 

（１）子育て経験の有無 

 

 

■全体の傾向 

「経験がある」が 48.1％と最も高く、「現在子育て中（18 歳未満の子）」25.7％と合わせると 73.8％

が子育て経験がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区別に見る特徴 

地区別にみると、「経験がある」は、「北部地区」が 49.3％で最も高くなっている。「現在子育て中

（18 歳未満の子）」は、「中部地区」が 32.1％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.0

49.3

42.7

49.0

48.7

24.7

29.4

32.1

20.8

23.6

1.3

1.5

1.0

0.8

0.3

24.7

17.6

21.8

25.7

24.2

1.3

2.2

2.4

3.7

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

経験がある 現在子育て中(18歳未満の子) 子どもが生まれる予定 ない 無回答

「経験がある」「現在子育て中（18 歳未満の子）」と合わせて７割超 

問 16 あなたは、子育ての経験がありますか。（○はひとつ） (n=1,496) 

 

図 110 子育て経験の有無 

 

 



          令和元年度 都筑区区民意識調査 

82 
 

問 17 あなたは、妊娠中の方とその家族にとって、どのような情報があると役に立つと思いますか。

（○は３つまで） (n=1,496) 

 

図 112 妊娠中の方に役立つ情報 

 

（２）妊娠中の方に役に立つ情報 

 

 

■全体の傾向 

「医療機関情報(小児科、産科等)」が 60.7％と最も高く、次いで「保育所など子どもを預けられ

る施設に関する情報」が 52.1％、「行政の子育て支援サービスに関する情報」が 37.5％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

妊娠中の方にとって役立つ情報は「医療機関情報(小児科、産科等)」が最も高く６割超 

60.7%

52.1%

37.5%

28.3%

20.6%

19.6%

3.3%

0.9%

13.8%

0% 20% 40% 60%

医療機関情報(小児科、産科等)

保育所など子どもを預けられる施設に関する情報

行政の子育て支援サービスに対する情報

専門家に相談ができる場・機会に関する情報

子育ての経験者から気軽に話を聞ける

場・機会に関する情報

妊娠中の方とその家族が気軽に集まる

サロンの開催に関する情報

子育てに関する講演の開催に関する情報

その他

無回答
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問 18 あなたは、安心して子育てを行うためには、どのような施策が必要だと思いますか。 

（○は３つまで） (n=1,496) 

 

図 113 安心して子育てを行うために必要な施策 

 

 

（３）安心して子育てを行うために必要な施策 

 

 

■全体の傾向 

「保育サービスの充実」が 55.3％と最も高く、次いで「子育てと仕事の両立のための職場環境づ

くり」が 38.1％、「子育てに関する相談窓口の充実」が 30.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安心して子育てを行うために必要な施策は「保育サービスの充実」が最も高く５割超 

55.3%

38.1%

30.7%

29.1%

24.5%

20.7%

16.8%

1.4%

13.4%

0% 20% 40% 60%

保育サービスの充実

子育てと仕事の両立のための職場環境づくり

子育てに関する相談窓口の充実

放課後児童健全育成事業の充実

地域で子育てを支える仕組みづくり

子育てに関する情報の集約・提供

在宅で過ごしている子育て家庭への支援

その他

無回答
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（４）虐待が疑われる児童に気がついた場合の対応 

 

 

■全体の傾向 

「児童相談所に連絡する」が 22.0％と最も高く、次いで「警察に連絡する」20.0％、「区役所(福

祉保健センター）に連絡する」14.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 19 あなたは、児童虐待が疑われる児童に気がついた場合、どのような対応をとりますか。 

（最もあてはまるものひとつに○） (n=1,496) 

 

図 114 虐待が疑われる児童に気がついた場合の対応 

 

 

 

 

 

 

 

虐待の疑いに気づいた場合、「児童相談所に連絡する」が最も高く２割超 

児童相談所に連絡する

22.0%

区役所(福祉保健セン

ター)に連絡する

14.4%

警察に連絡する

20.0%
保育所、幼稚園、

学校に連絡する

1.9%

民生委員・児童委員

に連絡する

2.6%

よこはま子ども虐待

ホットラインに連絡する

5.1%

知り合いに相談する

11.4%

自分でその子に声をか

けたり、相談に乗る

2.3%

どうしてよいか分からない

10.0%

特に何もしない

0.9%

無回答

9.4%



          令和元年度 都筑区区民意識調査 

85 
 

図 115 虐待が疑われる児童に気がついた場合の対応（性別） 

図 116 虐待が疑われる児童に気がついた場合の対応（年代別） 

■回答者属性別にみる特徴 

性別でみると、「警察に連絡する」が「男性」が 26.6％に対して、「女性」は 15.0％、「知り合い

に相談する」が「女性」が 15.5％に対して、「男性」は 6.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別でみると、「10～20 歳代」から「50 歳代」までは「児童相談所に連絡する」が最も高く、

「60 歳代」は「警察に連絡する」、「70 歳以上」は「区役所(福祉保健センター)に連絡する」が最も

高くなっている。 

次いで高いのは「10～20 歳代」、「40 歳代」、「50 歳代」では「警察に連絡する」、「30 歳代」は「知

り合いに相談する」、「60 歳代」は「区役所(福祉保健センター）に連絡する」、「70 歳代」では「警

察に連絡する」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.4

22.6

12.4

16.0

26.6

15.0

1.4

2.1

2.3

2.8

5.4

5.0

6.6

15.5

2.4

2.3

11.0

9.6

1.5

0.4

9.0

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

(n=654)

女性

(n=795)

児童相談所に連絡する 区役所(福祉保健センター)に連絡する 警察に連絡する

保育所、幼稚園、学校に連絡する 民生委員・児童委員に連絡する

どうしてよいか分からない

よこはま子ども虐待ホットラインに連絡する

知り合いに相談する 自分でその子に声をかけたり、相談に乗る

特に何もしない 無回答

22.0

32.0

25.4

24.4

15.9

13.8

5.7

7.2

9.5

16.3

17.2

25.0

19.1

14.9

17.1

18.4

27.3

23.6

3.9

4.1

0.9

0.9

0.4

0.7

1.3

2.2

4.8

5.1

4.3

3.9

7.9

7.8

4.0

1.4

14.9

17.1

14.9

10.0

8.4

5.8

5.0

2.8

1.3

2.8

1.3

2.2

17.7

9.9

11.1

10.9

8.4

5.8

1.4

0.6

0.3

0.6

1.3

1.8

9.2

7.7

7.0

5.6

10.6

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

(n=141)

30歳代

(n=181)

40歳代

(n=315)

50歳代

(n=320)

60歳代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

児童相談所に連絡する 区役所(福祉保健センター)に連絡する 警察に連絡する

保育所、幼稚園、学校に連絡する 民生委員・児童委員に連絡する

どうしてよいか分からない

よこはま子ども虐待ホットラインに連絡する

知り合いに相談する 自分でその子に声をかけたり、相談に乗る

特に何もしない 無回答
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図 117 虐待が疑われる児童に気がついた場合の対応（近所に住む人の認知別） 

19.2

27.5

42.9

23.2

19.2

10.4

9.8

23.3

12.5

14.3

23.2

1.1

5.2

4.3

0.8

1.5

4.3

8.8

3.3

9.4

16.1

7.1

11.3

2.2

2.6

2.4

7.5

10.1

28.6

15.2

1.0

2.1

8.5

6.0

7.1

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経験がある

(n=720)

現在子育て中(18歳未満の子)

(n=385)

子どもが生まれる予定

(n=14)

ない

(n=336)

児童相談所に連絡する 区役所(福祉保健センター)に連絡する 警察に連絡する

保育所、幼稚園、学校に連絡する 民生委員・児童委員に連絡する

どうしてよいか分からない

よこはま子ども虐待

ホットラインに連絡する
知り合いに相談する 自分でその子に声をかけたり、相談に乗る

特に何もしない 無回答

近所に住む人の認知別でみると、全体的に「児童相談所に連絡する」の割合が最も高くなってい

るが、近所の人を『知っている』ほど「知り合いに相談する」割合が高くなり、『知らない』ほど「ど

うしてよいか分からない」割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て経験の有無別でみると「経験がある」では「警察に連絡する」の割合が最も高くなってい

るが、その他は「児童相談所に連絡する」の割合が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.2

21.5

23.5

19.0

14.5

15.2

13.2

16.7

20.3

19.5

21.8

13.1

4.3

1.8

1.3

5.8

2.7

1.7

3.4

5.8

5.2

4.8

12.6

12.1

10.9

7.1

1.9

2.5

2.1

2.4

2.9

9.4

12.2

21.4

0.5

1.0

0.8

2.4

10.6

8.6

7.3

13.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている

(n=207)

だいたい知っている

(n=712)

あまり知らない

(n=477)

まったく知らない

(n=84)

児童相談所に連絡する 区役所(福祉保健センター)に連絡する 警察に連絡する

保育所、幼稚園、学校に連絡する 民生委員・児童委員に連絡する

どうしてよいか分からない

よこはま子ども虐待ホットラインに連絡する

知り合いに相談する 自分でその子に声をかけたり、相談に乗る

特に何もしない 無回答

図 118 虐待が疑われる児童に気がついた場合の対応（子育て経験の有無別） 
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11. 健康づくり 

（１）健康づくりの取組で重要だと思うこと、実際に取り組んでいること 

 

 

■全体の傾向 

「重要だと思うこと」は、「日常生活の中で歩くなど意識して体を動かす」が 60.2％と最も高く、

次いで「バランスよく食べる」が 54.8％、「定期的に健康診断を受ける」が 43.2％となっている。 

「取り組んでいること」について、「日常生活の中で歩くなど意識して体を動かす」が 64.8％と最

も高く、次いで「バランスよく食べる」が 54.7％、「定期的に健康診断を受ける」が 52.8％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 20 あなたが健康づくりの取組について重要だと思うことは何ですか。（○は３つまで） 

また、ご自身が実際に取り組んでいること何ですか。（○はいくつでも） (n=1,496) 

 

図 119 健康づくりの取り組みで重要だと思うこと、実際に取り組んでいること 

 

 
60.2%

54.8%

43.2%

37.2%

31.6%

10.6%

8.7%

5.5%

12.4%

64.8%

54.7%

52.8%

45.7%

35.2%

34.4%

36.4%

26.9%

9.4%

0% 20% 40% 60%

日常生活の中で歩くなど意識して体を動かす

バランスよく食べる

定期的に健康診断を受ける

睡眠をしっかりとる

週1回以上、運動する

定期的に歯のチェックを受ける

禁煙する・受動喫煙をできるだけ避ける

お酒は適量を守る

無回答

重要だと思うこと 取り組んでいること

「重要だと思うこと」の比率が高い項目は、「取り組んでいること」でも比率が高くなっている 
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64.9%

57.4%

43.9%

36.0%

25.4%

11.6%

8.4%

3.1%

12.5%

68.9%

61.3%

53.0%

48.3%

33.2%

40.8%

38.2%

24.9%

6.9%

0% 20% 40% 60% 80%

日常生活の中で歩くなど

意識して体を動かす

バランスよく食べる

定期的に健康診断を

受ける

睡眠をしっかりとる

週1回以上、運動する

定期的に歯のチェックを

受ける

禁煙する・受動喫煙を

できるだけ避ける

お酒は適量を守る

無回答

54.9%

52.0%

42.7%

40.1%

39.6%

9.5%

9.2%

8.3%

11.3%

60.1%

47.7%

52.6%

42.8%

37.9%

27.5%

34.4%

28.9%

11.3%

0% 20% 40% 60% 80%

日常生活の中で歩くなど

意識して体を動かす

バランスよく食べる

定期的に健康診断を

受ける

睡眠をしっかりとる

週1回以上、運動する

定期的に歯のチェックを

受ける

禁煙する・受動喫煙を

できるだけ避ける

お酒は適量を守る

無回答

図 120 健康づくりの取り組みで重要だと思うこと、実際に取り組んでいること（性別） 

 

 

■回答者属性別にみる特徴 

性別でみると、全体的にほぼ同様の傾向であるが、「女性」は、「バランスよく食べる」と「週１

回以上、運動する」が「重要だと思う」割合より「実際に取り組んでいる」割合が高く、「男性」は、

「実際に取り組んでいる」割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 (n=654) 女性 (n=795) 
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図 121 健康づくりの取り組みで重要だと思うこと、実際に取り組んでいること（年代別） 

 

 

60.0%

56.6%

44.7%

38.1%

34.4%

9.4%

10.3%

5.6%

10.6%

67.8%

57.2%

59.1%

38.1%

36.3%

36.6%

39.4%

25.3%

8.4%

0% 20% 40% 60% 80%

日常生活の中で歩くなど意識

して体を動かす

バランスよく食べる

定期的に健康診断を

受ける

睡眠をしっかりとる

週1回以上、運動する

定期的に歯のチェックを

受ける

禁煙する・受動喫煙をできる

だけ避ける

お酒は適量を守る

無回答

58.4%

50.5%

48.9%

39.7%

34.6%

8.9%

12.1%

7.0%

10.2%

58.4%

52.4%

54.3%

46.7%

32.7%

30.8%

38.7%

27.0%

9.8%

0% 20% 40% 60% 80%

日常生活の中で歩くなど意識

して体を動かす

バランスよく食べる

定期的に健康診断を

受ける

睡眠をしっかりとる

週1回以上、運動する

定期的に歯のチェックを

受ける

禁煙する・受動喫煙をできる

だけ避ける

お酒は適量を守る

無回答

58.6%

59.7%

42.5%

42.0%

35.4%

7.2%

7.7%

5.0%

12.2%

53.6%

48.1%

48.1%

45.9%

28.7%

29.8%

44.8%

33.7%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80%

日常生活の中で歩くなど意識

して体を動かす

バランスよく食べる

定期的に健康診断を

受ける

睡眠をしっかりとる

週1回以上、運動する

定期的に歯のチェックを

受ける

禁煙する・受動喫煙をできる

だけ避ける

お酒は適量を守る

無回答

46.8%

49.6%

36.9%

43.3%

34.8%

8.5%

16.3%

7.8%

14.2%

52.5%

43.3%

27.0%

46.1%

32.6%

19.9%

39.7%

26.2%

9.9%

0% 20% 40% 60% 80%

日常生活の中で歩くなど意識

して体を動かす

バランスよく食べる

定期的に健康診断を

受ける

睡眠をしっかりとる

週1回以上、運動する

定期的に歯のチェックを

受ける

禁煙する・受動喫煙をできる

だけ避ける

お酒は適量を守る

無回答

年代別でみると、全体的にほぼ同様の傾向であるが、「10～20 歳代」、「30 歳代」は、「バランスよ

く食べる」について、「重要だと思う」割合よりも「実際に取り組んでいる」割合が低く、「40 歳代」、

「50 歳代」は「バランスよく食べる」が「重要だと思う」割合よりも「実際に取り組んでいる」割

合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10～20 歳代 (n=141) 30 歳代 (n=181) 

40 歳代 (n=315) 50 歳代 (n=320) 
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60 歳代 (n=227) 70 歳以上 (n=276) 

64.1%

57.6%

40.2%

31.9%

24.3%

14.9%

2.9%

3.3%

14.9%

73.2%

62.0%

56.9%

51.8%

39.1%

41.7%

26.8%

22.8%

10.1%

0% 20% 40% 60% 80%

日常生活の中で歩くなど意識

して体を動かす

バランスよく食べる

定期的に健康診断を

受ける

睡眠をしっかりとる

週1回以上、運動する

定期的に歯のチェックを

受ける

禁煙する・受動喫煙をできる

だけ避ける

お酒は適量を守る

無回答

68.7%

55.1%

42.3%

33.9%

28.2%

13.2%

4.8%

4.4%

12.3%

76.2%

59.9%

56.8%

47.6%

39.2%

41.4%

31.7%

28.2%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80%

日常生活の中で歩くなど意識

して体を動かす

バランスよく食べる

定期的に健康診断を

受ける

睡眠をしっかりとる

週1回以上、運動する

定期的に歯のチェックを

受ける

禁煙する・受動喫煙をできる

だけ避ける

お酒は適量を守る

無回答
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（２）健康づくりに必要な施策 

 

 

■全体の傾向 

「健康づくりに関するイベントや講座の開催」が 45.2％と最も高く、次いで「HP やアプリなどに

よる健康づくりに関する情報の集約・提供」が 30.9％、「保健活動推進員、食生活等改善推進員、ス

ポーツ推進員等の地域での健康づくり活動を実施している方への支援強化」が 18.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 21 あなたが健康づくりの取組を行うためには、どのような施策が必要だと思いますか。（○は２つま

で）。 (n=1,496) 

 

図 122 健康づくりの取組みで必要な施策。 

 

 

健康づくりに必要な施策は、「健康づくりに関するイベントや講座の開催」が最も高く４割超 

45.2%

30.9%

18.0%

16.8%

4.1%

5.1%

16.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

健康づくりに関するイベントや講座の開催

HPやアプリなどによる健康づくりに関する情報の集約・提供

保健活動推進員、食生活等改善推進員、スポーツ推進員等の

地域での健康づくり活動を実施している方への支援強化

健康づくりに関する相談窓口の充実

区民同士が健康づくりに関することを話し合う場所の提供

その他

無回答
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12. 高齢者支援 

（１）高齢者の生活で特に不安なこと 

 

 

 

■全体の傾向 

「介護が必要な状態になること」が 76.3％と最も高く、次いで「健康や病気の事」の 71.9％、「生

活費や収入の事」の 59.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 22 高齢者の生活で特に不安なことは何ですか。高齢者でない方は、将来を想定してお答えくだ

さい。（○は３つまで） (n=1,496) 

 

図 123 高齢者の生活で特に不安なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不安なことは「介護が必要な状態になること」「健康や病気のこと」「生活費や収入のこと」の

割合が高い 

76.3%

71.9%

59.1%

16.1%

14.1%

8.8%

7.6%

1.7%

0.3%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80%

介護が必要な状態になること

健康や病気のこと

生活費や収入のこと

孤独(同居する人がいないなど)

人(近隣、親戚、友人、仲間など)との付き合い

詐欺などの被害にあうこと

仕事のこと

その他

不安なことはない

無回答
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72.0%

74.5%

55.2%

15.9%

17.4%

9.9%

8.3%

1.2%

0.8%

3.5%

80.0%

70.1%

63.9%

16.2%

11.2%

5.8%

9.2%

2.0%

0.0%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護が必要な状態になること

健康や病気の事

生活費や収入の事

孤独(同居する人がいないなど)

人(近隣、親戚、友人、仲間など)との付き合い

仕事の事

詐欺などの被害にあうこと

その他

不安なことはない

無回答

男性 n=654 女性 n=795

■回答者属性別にみる特徴 

性別でみると、「男性」は「健康や病気のこと」が 74.5％と最も高く、「女性」は「介護が必要な

状態になること」が 80.0％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 124 高齢者の生活で特に不安なこと（性別） 
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図 125 高齢者の生活で特に不安なこと（年代別） 

年代別でみると、「10～20 歳代」は「健康や病気のこと」が最も高く、「30 歳代」は「生活費や収

入のこと」、「40 歳代」以上は「介護が必要な状態になること」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

63.1%

67.4%

63.8%

27.0%

11.3%

12.8%

8.5%

2.1%

0.7%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護が必要な状態になること

健康や病気の事

生活費や収入の事

孤独(同居する人がいないなど)

人(近隣、親戚、友人、仲間など)との

付き合い

仕事の事

詐欺などの被害にあうこと

その他

不安なことはない

無回答

10～20 歳代 (n=141) 

72.9%

71.8%

75.7%

19.3%

14.9%

10.5%

6.1%

2.8%

0.0%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護が必要な状態になること

健康や病気の事

生活費や収入の事

孤独(同居する人がいないなど)

人(近隣、親戚、友人、仲間など)との付き合

い

仕事の事

詐欺などの被害にあうこと

その他

不安なことはない

無回答

30 歳代 (n=181) 

74.9%

64.4%

74.6%

16.5%

11.1%

9.8%

6.7%

1.0%

0.3%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護が必要な状態になること

健康や病気の事

生活費や収入の事

孤独(同居する人がいないなど)

人(近隣、親戚、友人、仲間など)との付き合

い

仕事の事

詐欺などの被害にあうこと

その他

不安なことはない

無回答

40 歳代 (n=315) 

76.6%

71.3%

64.7%

15.6%

15.0%

8.4%

9.4%

1.6%

0.0%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護が必要な状態になること

健康や病気の事

生活費や収入の事

孤独(同居する人がいないなど)

人(近隣、親戚、友人、仲間など)との付

き合い

仕事の事

詐欺などの被害にあうこと

その他

不安なことはない

無回答

50 歳代 (n=320) 

78.4%

75.3%

47.1%

13.7%

10.6%

5.7%

9.3%

1.3%

0.9%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護が必要な状態になること

健康や病気の事

生活費や収入の事

孤独(同居する人がいないなど)

人(近隣、親戚、友人、仲間など)

との付き合い

仕事の事

詐欺などの被害にあうこと

その他

不安なことはない

無回答

60 歳代 (n=227) 70 歳以上 (n=227) 

84.4%

81.2%

34.8%

10.1%

19.9%

1.4%

11.6%

2.2%

0.4%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護が必要な状態になること

健康や病気の事

生活費や収入の事

孤独(同居する人がいないなど)

人(近隣、親戚、友人、仲間など)

との付き合い

仕事の事

詐欺などの被害にあうこと

その他

不安なことはない

無回答
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問 23 あなたは、今後高齢者人口が増加する中でどのような支援や取組が必要だと考えますか。（○

は３つまで） (n=1,496) 

 

図 126 高齢者人口の増加に対する支援や取組 

 

 

（２）高齢者人口の増加に対する支援や取組 

 

 

 

■全体の傾向 

「ひとり暮らし、高齢者のみの世帯になった時の訪問等の見守り」が 47.7％と最も高く、次いで

「在宅医療の推進・支援」が 43.9％、「介護予防などの健康の維持管理」が 41.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.7%

43.9%

41.1%

32.9%

32.2%

19.5%

17.2%

14.3%

2.3%

4.5%

0% 20% 40% 60%

ひとり暮らし、高齢者のみの世帯になった時

の訪問等の見守り

在宅医療の推進・支援

介護予防などの健康の維持管理

買い物、通院などの外出に対する支援

高齢者の地域活動、いきがい対策の取組

高齢者の仲間づくりに対する支援

食事作り、掃除、洗濯などの日常生活の支援

相談体制の充実

その他

無回答

「ひとり暮らし、高齢者のみの世帯になった時の訪問等の見守り」が必要と考えている人が最

も多い 
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42.8%

44.5%

41.4%

29.2%

33.6%

19.0%

17.7%

14.4%

2.9%

5.0%

53.0%

42.9%

40.9%

36.6%

31.3%

20.3%

17.4%

14.0%

1.6%

3.3%

0% 20% 40% 60%

ひとり暮らし、高齢者のみの世帯になった時の

訪問等の見守り

在宅医療の推進・支援

介護予防などの健康の維持管理

買い物、通院などの外出に対する支援

高齢者の地域活動、いきがい対策の取組

高齢者の仲間づくりに対する支援

食事作り、掃除、洗濯などの日常生活の支援

相談体制の充実

その他

無回答

男性 n=654 女性 n=795

■回答者属性別にみる特徴 

性別でみると、「男性」の方が「女性」より「高齢者の地域活動、いきがい対策の取組」の割合が

やや高く、「女性」は「男性」より「ひとり暮らし、高齢者のみの世帯になった時の訪問等の見守り」

の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 127 高齢者人口の増加に対する支援や取組（性別） 
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図 128 高齢者人口の増加に対する支援や取組（年代別） 

年代別でみると、10 代から 50 代までは「ひとり暮らし、高齢者のみの世帯になった時の訪問等

の見守り」が最も高くなっているが、「60 歳代」「70 歳以上」は「在宅医療の推進・支援」が最も高

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.1%

29.1%

41.8%

34.0%

31.2%

24.1%

9.9%

11.3%

2.8%

6.4%

0% 20% 40% 60%

ひとり暮らし、高齢者のみの世帯に

なった時の訪問等の見守り

在宅医療の推進・支援

介護予防などの健康の維持管理

買い物、通院などの外出に対する支

援

高齢者の地域活動、いきがい対策

の取組

高齢者の仲間づくりに対する支援

食事作り、掃除、洗濯などの日常生

活の支援

相談体制の充実

その他

無回答

10～20 歳代 (n=141) 

51.9%

33.7%

38.7%

38.1%

43.1%

23.2%

16.6%

10.5%

3.9%

4.4%

0% 20% 40% 60%

ひとり暮らし、高齢者のみの世帯に

なった時の訪問等の見守り

在宅医療の推進・支援

介護予防などの健康の維持管理

買い物、通院などの外出に対する支

援

高齢者の地域活動、いきがい対策の

取組

高齢者の仲間づくりに対する支援

食事作り、掃除、洗濯などの日常生

活の支援

相談体制の充実

その他

無回答

30 歳代 (n=181) 

51.7%

43.8%

43.8%

32.4%

34.3%

20.6%

17.5%

11.7%

1.0%

3.2%

0% 20% 40% 60%

ひとり暮らし、高齢者のみの世帯

になった時の訪問等の見守り

在宅医療の推進・支援

介護予防などの健康の維持管理

買い物、通院などの外出に対する

支援

高齢者の地域活動、いきがい対策

の取組

高齢者の仲間づくりに対する支援

食事作り、掃除、洗濯などの日常

生活の支援

相談体制の充実

その他

無回答

40 歳代 (n=315) 

55.0%

40.9%

40.9%

33.8%

36.3%

19.7%

20.3%

14.1%

3.4%

2.2%

0% 20% 40% 60%

ひとり暮らし、高齢者のみの世帯

になった時の訪問等の見守り

在宅医療の推進・支援

介護予防などの健康の維持管理

買い物、通院などの外出に対す

る支援

高齢者の地域活動、いきがい対

策の取組

高齢者の仲間づくりに対する支援

食事作り、掃除、洗濯などの日常

生活の支援

相談体制の充実

その他

無回答

50 歳代 (n=320) 

42.7%

50.2%

37.9%

31.3%

30.4%

18.1%

17.2%

21.1%

0.9%

4.0%

0% 20% 40% 60%

ひとり暮らし、高齢者のみの世帯

になった時の訪問等の見守り

在宅医療の推進・支援

介護予防などの健康の維持管理

買い物、通院などの外出に対する

支援

高齢者の地域活動、いきがい対策

の取組

高齢者の仲間づくりに対する支援

食事作り、掃除、洗濯などの日常

生活の支援

相談体制の充実

その他

無回答

60 歳代 (n=227) 

39.1%

55.4%

43.5%

31.2%

21.0%

14.9%

18.5%

15.2%

2.2%

6.2%

0% 20% 40% 60%

ひとり暮らし、高齢者のみの世帯

になった時の訪問等の見守り

在宅医療の推進・支援

介護予防などの健康の維持管理

買い物、通院などの外出に対す

る支援

高齢者の地域活動、いきがい対

策の取組

高齢者の仲間づくりに対する支

援

食事作り、掃除、洗濯などの日

常生活の支援

相談体制の充実

その他

無回答

70 歳以上 (n=276) 
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問 24 あなたが「普段の買い物」や「たまにする買い物」の買い物先はどこですか。 

（最もよく利用するものをひとつだけ記入） (n=1,496) 

 

図 129 買い物先 

 

 

 

図 130 買い物先（平成 27 年度都筑区区民意識調査）（n=1,558） 

13.「普段の買い物」や「たまにする買い物」など 

（１）買い物先 

 

 

 

■全体の傾向 

「普段の買い物」では「スーパーマーケット」が 72.2％と最も高く、次いで「百貨店・大型ショ

ッピングセンター 」が 13.1％、「コンビニエンスストア」と「ディスカウントストア」が 3.3％と

なっている。 

「たまにする買い物」では「百貨店・大型ショッピングセンター」が 63.4％と最も高く、次いで

「大型専門店（家電･家具等）」12.2％、「通信販売やインターネットによる購入」6.7％となってい

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72.2%

13.1%

3.3%

0.1%

3.3%

0.7%

1.1%

0.2%

5.9%

2.6%

63.4%

3.3%

12.2%

3.0%

0.7%

6.7%

0.7%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80%

スーパーマーケット

百貨店・大型ショッピングセンター

コンビニエンスストア

大型専門店(家電・家具等)

ディスカウントストア

一般小型店(商店など)

通信販売やインターネットによる購入

その他

無回答

普段の買い物 たまにする買い物

68.4%

16.8%

3.1%

0.4%

4.2%

0.3%

0.5%

1.0%

5.2%

2.8%

64.0%

2.3%

14.1%

2.2%

1.0%

5.0%

0.8%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80%

スーパーマーケット

百貨店・大型ショッピングセンター

コンビニエンスストア

大型専門店(家電・家具等)

ディスカウントストア

一般小型店(商店など)

通信販売やインターネットによる購入

その他

無回答

普段の買い物 たまにする買い物

普段の買い物の買い物先は「スーパーマーケット」、たまにする買い物の買い物先は「百貨店・

大型ショッピングセンター」がそれぞれ６割超 
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図 131 普段の買い物先（地区別） 

図 132 たまにする買い物先（地区別） 

 

■地区別に見る特徴 

「普段の買い物」の買い物先は「スーパーマーケット」がすべての地区で７割前後で最も高くな

っている。「北部地区」は他の地区より「百貨店・大型ショッピングセンター」が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「たまにする買い物」の買い物先は「百貨店・大型ショッピングセンター」がすべての地区で６

割前後で最も高く、次いで「大型専門店（家電・家具等）」となっている。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72.7

72.4

76.1

67.8

73.5

13.7

19.1

12.3

12.7

8.6

5.3

0.7

3.1

4.5

3.5

0.4

0.3

3.0

1.5

0.7

4.9

6.1

0.3

0.7

0.7

0.8

1.2

1.0

1.5

1.7

1.2

0.6

0.7

0.3

4.0

3.7

4.8

8.2

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

スーパーマーケット 百貨店・大型ショッピングセンター コンビニエンスストア 大型専門店(家電・家具等)

ディスカウントストア 無回答一般小型店(商店など) 通信販売やインターネットによる購入 その他

3.3

2.2

2.4

3.3

2.0

64.3

64.0

66.9

57.1

64.6

3.0

4.0

3.4

3.7

2.9

12.0

17.6

11.9

11.4

9.5

2.0

2.6

1.7

6.1

3.5

1.3

1.1

0.7

0.8

0.0

7.0

5.1

6.8

6.9

8.1

2.0

0.0

0.3

0.4

0.6

5.0

3.3

5.8

10.2

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

スーパーマーケット 百貨店・大型ショッピングセンター コンビニエンスストア 大型専門店(家電・家具等)

ディスカウントストア 無回答一般小型店(商店など) 通信販売やインターネットによる購入 その他
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問 24 あなたが「普段の買い物」や「たまにする買い物」の買い物をする場所はどこですか。 

（最もよく利用するものをひとつだけ記入）  

 

図 133 買い物をする場所 

 

 

（２）買い物をする場所 

 

 

■全体の傾向 

「普段の買い物」では「センター南駅周辺」が 24.4％と最も高く、次いで「センター北駅周辺」

23.2％、「その他都筑区内の駅周辺」21.4％となっている。 

「たまにする買い物」では「センター北駅周辺」が 26.4％と最も高く、次いで「センター南駅周

辺」17.6％、「横浜駅周辺」11.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.4%

23.2%

21.4%

19.3%

1.8%

0.2%

0.2%

0.8%

1.4%

0.3%

0.5%

0.3%

6.2%

17.6%

26.4%

6.7%

5.1%

5.2%

0.8%

11.3%

8.0%

4.5%

1.6%

3.5%

1.4%

8.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

センター南駅周辺

センター北駅周辺

その他都筑区内の駅周辺

その他の自宅周辺

1～4以外の都筑区内

新横浜駅周辺

横浜駅周辺

たまプラーザ駅周辺

その他の横浜市内

新宿・渋谷

その他の東京都内

その他

無回答

普段の買い物 n=1,479 たまにする買い物 n=1,396

「普段の買い物」は９割超、「たまにする買い物」は６割超が、「区内で買う」 
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問 24 あなたが「普段の買い物」や「たまにする買い物」の買い物ができたら便利だと思う場所は

どこですか。 

（最もよく利用するものをひとつだけ記入） 

 

図 134 買い物ができたら便利な場所 

（３）買い物ができたら便利な場所 

 

 

■全体の傾向 

「普段の買い物」では「その他の自宅周辺」が 30.3％と最も高く、次いで「センター南駅周辺」

13.9％、「その他都筑区内の駅周辺」13.9％となっている。 

「たまにする買い物」では「その他の自宅周辺」が 15.8％と最も高く、次いで「センター北駅周

辺」が 13.0％、「センター南駅周辺」が 11.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.9%

12.5%

13.9%

30.3%

2.0%

1.3%

4.6%

4.4%

1.6%

0.7%

1.2%

1.1%

12.5%

11.4%

13.0%

10.7%

15.8%

2.1%

2.5%

10.2%

6.0%

2.8%

3.7%

5.1%

1.7%

14.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

センター南駅周辺

センター北駅周辺

その他都筑区内の駅周辺

その他の自宅周辺

1～4以外の都筑区内

新横浜駅周辺

横浜駅周辺

たまプラーザ駅周辺

その他の横浜市内

新宿・渋谷

その他の東京都内

その他

無回答

普段の買い物 n=1,496 たまにする買い物 n=1,496

「普段の買い物」、「たまにする買い物」とも「その他の自宅周辺」が最も高い 
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問 24 あなたが「普段の買い物」や「たまにする買い物」の買い物で利用する交通手段は何ですか。

（最もよく利用するものをひとつだけ記入）  

 

図 135 利用する交通手段 

 

 

 

 

図 136 利用する交通手段（平成 27 年度都筑区区民意識調査） 

（４）買い物に行くときの交通手段 

 

 

■全体の傾向 

「普段の買い物」では「徒歩」が 35.4％と最も高く、次いで、「自家用車」が 34.8％、「自転車」

11.2％となっている。 

「たまにする買い物」では「自家用車」が 42．1％と最も高く、次いで「電車」30.5％、「徒歩」

8.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3%

5.9%

9.1%

2.3%

0.7%

36.9%

33.5%

0.3%

6.0%

4.7%

25.5%

5.1%

0.7%

0.6%

45.5%

8.9%

0.4%

8.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

バス

電車

自転車

原動機付自転車

自動二輪車

自家用車

徒歩

その他

無回答

普段の買い物 n=1,550 たまにする買い物 n=1,480

4.2%

6.6%

11.2%

1.3%

0.3%

34.8%

35.4%

0.2%

6.1%

5.0%

30.5%

3.4%

0.9%

0.3%

42.1%

8.9%

0.4%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

バス

電車

自転車

原動機付自転車

自動二輪車

自家用車

徒歩

その他

無回答

普段の買い物 n=1,479 たまにする買い物 n=1,396

「普段の買い物」は「徒歩」、「たまにする買い物」は「自家用車」が最も高い 
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14. 文化活動 

（１）日頃行っている文化活動・鑑賞 

 

 

■全体の傾向 

｢日頃行っている活動｣は、「映画」が 44.9％と最も高く、次いで「音楽」が 34.6％、「舞踊・ダン

ス・バレエ・演劇・ミュージカル」が 11.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 25 あなたは、日頃、どのような文化活動・鑑賞を行っていますか。（○はいくつでも） (n=1,496) 

 

図 137 日頃行っている文化活動・鑑賞 

 

 
44.9%

34.6%

11.0%

10.5%

8.2%

6.5%

5.1%

3.6%

3.3%

2.8%

1.6%

2.8%

34.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

映画

音楽

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

写真

彫刻・手工芸・陶芸

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

伝統芸能

書道

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

「映画」が最も高く４割超、次いで「音楽」３割超 
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図 138 日頃行っている文化活動・鑑賞（性別） 

■回答者属性別にみる特徴 

性別でみると、男女ともに、「映画」と「音楽」の割合が高く、「男性」は、次いで「写真」の割

合が高く、「女性」は「舞踏・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

29.1%

21.3%

2.7%

5.8%

6.2%

2.3%

1.1%

1.5%

1.0%

2.1%

2.1%

1.6%

23.3%

25.1%

20.0%

9.3%

6.6%

3.9%

5.0%

4.3%

2.6%

2.5%

1.3%

0.1%

1.6%

17.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

映画

音楽

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

写真

彫刻・手工芸・陶芸

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

伝統芸能

書道

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

男性 n=654 女性 n=795



          令和元年度 都筑区区民意識調査 

105 
 

図 139 日頃行っている文化活動・鑑賞（年代別） 

年代別でみると、全ての年代で「映画」と「音楽」が２位までに入っていて、40 歳代までは、３

位までが同じ傾向で、50 歳代以降は、「絵画・版画」が、３位に入ってくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.0%

48.2%

14.2%

4.3%

10.6%

1.4%

1.4%

1.4%

1.4%

0.0%

2.1%

0.7%

26.2%

0% 20% 40% 60%

映画

音楽

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

写真

彫刻・手工芸・陶芸

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

伝統芸能

書道

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

10～20 歳代 (n=141) 

35.4%

27.6%

7.7%

3.9%

5.5%

2.8%

1.7%

1.7%

1.1%

0.6%

0.6%

0.0%

51.4%

0% 20% 40% 60%

映画

音楽

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

写真

彫刻・手工芸・陶芸

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

伝統芸能

書道

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

30 歳代 (n=181) 

50.2%

31.1%

11.1%

6.7%

7.3%

4.4%

4.1%

1.6%

2.2%

1.9%

0.3%

1.6%

32.7%

0% 20% 40% 60%

映画

音楽

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

写真

彫刻・手工芸・陶芸

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

伝統芸能

書道

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

40 歳代 (n=315) 

55.9%

38.4%

14.4%

14.4%

8.1%

6.3%

5.3%

4.7%

2.8%

3.1%

0.6%

3.1%

29.4%

0% 20% 40% 60%

映画

音楽

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

写真

彫刻・手工芸・陶芸

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

伝統芸能

書道

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

50 歳代 (n=320) 
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44.1%

37.9%

10.1%

16.7%

10.1%

11.9%

7.5%

8.4%

4.0%

5.7%

2.2%

4.8%

27.8%

0% 20% 40% 60%

映画

音楽

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

写真

彫刻・手工芸・陶芸

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

伝統芸能

書道

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

29.7%

30.1%

8.7%

13.0%

8.3%

10.1%

8.0%

3.3%

6.9%

3.6%

4.0%

4.3%

37.7%

0% 20% 40% 60%

映画

音楽

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

写真

彫刻・手工芸・陶芸

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

伝統芸能

書道

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

60 歳代 (n=227) 70 歳以上 (n=276) 
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（２）将来行いたい文化活動・鑑賞 

 

 

■全体の傾向 

「将来行いたい活動」は、「音楽」が 33.9％と最も高く、次いで「映画」が 28.2％、「舞踊・ダン

ス・バレエ・演劇・ミュージカル」が 20.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 25 あなたは、将来的にどんな文化活動・鑑賞を行ってみたいですか。（○はいくつでも） 

(n=1,496) 

 

図 140 将来行いたい文化活動・鑑賞 

 

 33.9%

28.2%

20.6%

15.8%

14.7%

13.0%

12.9%

11.9%

9.2%

5.4%

5.0%

1.8%

31.9%

0% 10% 20% 30% 40%

音楽

映画

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

彫刻・手工芸・陶芸

写真

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

書道

伝統芸能

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

将来的に行ってみたい文化活動は「音楽」が最も高く３割超 
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図 141 将来行いたい文化活動・鑑賞（性別） 

■回答者属性別にみる特徴 

性別でみると、「男性」と「女性」ともに「音楽」と「映画」が１，２位になっている。３位は、

「男性」が「写真」で、「女性」は舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.8%

13.9%

6.8%

6.5%

5.8%

8.7%

3.2%

4.8%

4.2%

3.9%

4.2%

1.1%

20.1%

16.5%

14.1%

12.5%

8.6%

8.4%

4.8%

8.6%

6.6%

4.8%

1.8%

1.2%

0.8%

11.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

音楽

映画

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

彫刻・手工芸・陶芸

写真

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

書道

伝統芸能

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

男性 n=654 女性 n=795
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図 142 将来行いたい文化活動・鑑賞（年代別） 

年代別でみると、「60 歳代」を除くすべての年代で「音楽」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.0%

27.7%

25.5%

15.6%

11.3%

17.0%

9.9%

6.4%

7.1%

5.7%

6.4%

1.4%

30.5%

0% 20% 40% 60%

音楽

映画

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

彫刻・手工芸・陶芸

写真

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

書道

伝統芸能

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

10～20 歳代 (n=141) 30 歳代 (n=181) 

39.2%

32.0%

30.9%

14.4%

14.9%

18.8%

12.2%

13.3%

9.9%

5.5%

6.6%

0.6%

24.9%

0% 20% 40% 60%

音楽

映画

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

彫刻・手工芸・陶芸

写真

華道・茶道・フラワーアレンジメント・…

書道

伝統芸能

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

34.0%

27.3%

21.9%

16.8%

18.4%

12.1%

14.3%

13.0%

10.5%

3.5%

2.9%

1.6%

27.0%

0% 20% 40% 60%

音楽

映画

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

彫刻・手工芸・陶芸

写真

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

書道

伝統芸能

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

40 歳代 (n=315) 50 歳代 (n=320) 

44.1%

34.7%

26.3%

20.6%

18.1%

13.1%

17.5%

12.8%

10.0%

5.9%

5.6%

2.8%

23.8%

0% 20% 40% 60%

音楽

映画

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

彫刻・手工芸・陶芸

写真

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

書道

伝統芸能

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答
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32.6%

33.5%

15.4%

15.9%

15.9%

12.3%

12.3%

14.1%

8.4%

7.0%

5.3%

3.1%

29.5%

0% 20% 40% 60%

音楽

映画

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

彫刻・手工芸・陶芸

写真

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

書道

伝統芸能

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

21.7%

17.8%

8.7%

11.2%

8.3%

9.4%

9.1%

10.5%

8.7%

5.8%

5.1%

1.1%

48.9%

0% 20% 40% 60%

音楽

映画

舞踊・ダンス・バレエ・演劇・ミュージカル

絵画・版画

彫刻・手工芸・陶芸

写真

華道・茶道・フラワーアレンジメント・盆栽

書道

伝統芸能

大衆演芸

囲碁・将棋

その他

無回答

60 歳代 (n=227) 70 歳以上 (n=276) 
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（３）文化活動を行っている場所 

 

 

■全体の傾向 

「映画館」が 57.8％と最も高く、次いで「個人宅」が 28.8％、「区外の施設」が 28.5％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 25－１ 問 25 でひとつでも「日頃行っている文化活動・鑑賞」の項目に○をつけた方のみにお

聞きします。その活動・鑑賞はどこで行っていますか。（○はいくつでも） (n=983) 

 

図 143 文化活動を行っている場所 

 

 
57.8%

28.8%

7.0%

6.4%

4.6%

3.1%

2.2%

2.1%

1.6%

8.5%

28.5%

4.3%

0% 20% 40% 60%

映画館

個人宅

都筑公会堂

地区センター

カルチャーセンター

町内会館・自治会館

区総合庁舎1階区民ホール

民間貸スペース

コミュニティハウス(学校開放)

その他

区外の施設

無回答

「映画館」が５割超で最も高く、次いで「個人宅」が３割超 

「区外の施設」は３割弱 
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問 26 都筑区内の施設について、各項目にあなたの【認知度と利用状況】であてはまるものひとつ

に○をつけてください。 (n=1,496) 

 

図 144 区民利用施設の認知度と利用状況 

 

 

15. 区民利用施設 

（１）区民利用施設の認知度と利用状況 

 

 

■全体の傾向 

「利用したことがある」は「都筑図書館」が 62.2％と最も高く、次いで「プール」が 53.8％、「都

筑公会堂」が 49.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.2

53.8

49.1

45.1

31.9

20.1

20.1

16.2

9.0

7.6

5.9

5.1

2.9

1.9

1.7

0.1

21.8

29.8

29.3

26.9

22.9

30.3

39.4

32.4

17.5

28.9

27.9

12.6

12.3

17.6

13.2

5.6

6.4

4.8

10.8

16.8

31.6

35.5

26.4

38.2

58.4

47.7

50.9

66.8

69.1

65.3

69.5

78.6

9.6

11.6

10.9

11.1

13.7

14.0

14.0

13.2

15.1

15.8

15.3

15.4

15.7

15.2

15.5

15.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都筑図書館

プール

都筑公会堂

地区センター

鴨池公園こどもログハウス

コミュニティハウス

都筑スポーツセンター

地域ケアプラザ

子育て支援センター Popola（ポポラ）

スポーツ会館

区民活動センター

福祉保健活動拠点 かけはし都筑

親と子のつどいの広場

老人福祉センター

つづきMYプラザ

横浜北部ユースプラザ

利用したことがある 知っているが、利用したことはない 知らない 無回答

「都筑図書館」は、「利用したことがある」は６割超 

「プール」「都筑公会堂」「地区センター」は５割前後 
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■地区別にみる特徴 

利用経験の多い上位８項目について地区別にみると、「都筑図書館」では、いずれの地区も５割以

上利用されているが、「地域ケアプラザ」では、一番利用されている「西部地区」でも３割未満とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 145 区民利用施設の認知度と利用状況（地区別） 

47.7%

52.6%

52.9%

43.7%

53.3%

29.0%

32.7%

29.4%

29.4%

29.1%

14.3%

7.4%

8.5%

14.7%

10.1%

0% 20% 40% 60% 80%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

都筑公会堂 

58.3%

68.8%

68.6%

51.0%

69.7%

26.7%

20.2%

18.1%

25.3%

20.7%

7.7%

5.1%

4.8%

11.4%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

都筑図書館 

64.3%

51.5%

53.9%

47.8%

56.5%

26.0%

33.8%

30.0%

28.6%

32.6%

2.0%

4.8%

5.8%

9.4%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

プール 

52.7%

47.4%

46.4%

39.2%

44.7%

29.7%

29.4%

25.9%

25.7%

26.2%

10.7%

15.1%

17.7%

21.2%

21.0%

0% 20% 40% 60% 80%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

地区センター 

21.3%

31.3%

36.2%

23.7%

47.0%

19.7%

22.4%

22.9%

23.3%

27.4%

46.3%

35.7%

28.0%

36.7%

17.9%

0% 20% 40% 60% 80%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

鴨池公園こどもログハウス 

26.3%

12.1%

16.0%

15.9%

29.7%

35.0%

32.4%

30.0%

31.8%

26.8%

27.0%

44.5%

40.3%

36.7%

33.7%

0% 20% 40% 60% 80%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

コミュニティハウス 

13.0%

14.0%

23.9%

29.0%

23.9%

46.3%

36.8%

38.2%

33.9%

43.5%

29.7%

37.9%

24.2%

20.8%

23.1%

0% 20% 40% 60% 80%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

都筑スポーツセンター 

14.0%

13.6%

15.0%

15.1%

23.9%

34.7%

29.8%

30.4%

34.7%

35.4%

38.7%

47.8%

41.6%

35.5%

32.6%

0% 20% 40% 60% 80%

東部地区

(n=300)

北部地区

(n=272)

中部地区

(n=293)

南部地区

(n=245)

西部地区

(n=347)

地域ケアプラザ 

利用したことがある

知っているが、利用したことはない

知らない
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■回答者属性別にみる特徴 

性別でみると、「男性」より「女性」の方が「利用したことがある」割合が高い傾向がある。また、

「女性」より「男性」の方が「知らない」割合が高い傾向がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 146 区民施設の認知度と利用状況（性別） 

58.9%

68.1%

25.4%

19.9%

8.4%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80%

男性

(n=654)

女性

(n=795)

都筑公会堂 都筑図書館 プール 

57.0%

54.2%

28.9%

31.6%

4.9%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80%

男性

(n=654)

女性

(n=795)

44.0%

55.5%

32.0%

28.4%

13.9%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80%

男性

(n=654)

女性

(n=795)

地区センター 鴨池公園こどもログハウス コミュニティハウス 

都筑スポーツセンター 地域ケアプラザ 

40.7%

51.3%

30.6%

25.0%

19.6%

15.2%

0% 20% 40% 60% 80%

男性

(n=654)

女性

(n=795)

30.6%

34.7%

22.8%

24.0%

35.0%

30.2%

0% 20% 40% 60% 80%

男性

(n=654)

女性

(n=795)

14.2%

26.2%

30.1%

31.9%

42.8%

31.2%

0% 20% 40% 60% 80%

男性

(n=654)

女性

(n=795)

21.4%

20.3%

37.0%

43.3%

29.4%

25.3%

0% 20% 40% 60% 80%

男性

(n=654)

女性

(n=795)

12.2%

20.5%

30.1%

35.8%

45.7%

33.8%

0% 20% 40% 60% 80%

男性

(n=654)

女性

(n=795)

利用したことがある

知っているが、利用したことはない

知らない
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図 147 区民施設の認知度と利用状況（年代別） 

年代別でみると、「都筑図書館」、「地区センター」はどの年代でも「利用したことがある」の割合

が「知っているが利用したことはない」、「知らない」の割合よりも高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.2%

66.9%

69.8%

71.9%

59.5%

45.3%

19.1%

21.5%

22.9%

19.4%

26.9%

23.2%

7.1%

11.6%

5.1%

4.7%

6.2%

6.9%

0% 20% 40% 60% 80%

10～20代

(n=34)

30代

(n=181)

40代

(n=315)

50代

(n=320)

60代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

都筑公会堂 都筑図書館 プール 

地区センター 鴨池公園こどもログハウス コミュニティハウス 

都筑スポーツセンター 地域ケアプラザ 

67.4%

48.6%

65.4%

69.7%

48.9%

29.3%

17.0%

42.5%

29.2%

23.4%

38.3%

32.2%

12.8%

7.7%

2.2%

2.8%

2.6%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80%

10～20代

(n=34)

30代

(n=181)

40代

(n=315)

50代

(n=320)

60代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

49.6%

28.7%

54.3%

60.3%

52.0%

47.1%

23.4%

36.5%

30.2%

28.8%

35.2%

25.4%

21.3%

29.8%

11.4%

5.6%

4.4%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80%

10～20代

(n=34)

30代

(n=181)

40代

(n=315)

50代

(n=320)

60代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

55.3%

43.6%

49.8%

54.1%

40.5%

34.8%

19.9%

27.6%

29.8%

28.8%

31.3%

23.6%

22.0%

25.4%

17.1%

12.5%

17.2%

15.2%

0% 20% 40% 60% 80%

10～20代

(n=34)

30代

(n=181)

40代

(n=315)

50代

(n=320)

60代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

31.2%

34.8%

47.6%

43.8%

24.2%

8.7%

10.6%

27.1%

24.1%

23.1%

27.8%

23.2%

52.5%

35.4%

24.4%

25.9%

35.2%

34.1%

0% 20% 40% 60% 80%

10～20代

(n=34)

30代

(n=181)

40代

(n=315)

50代

(n=320)

60代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

24.8%

18.8%

27.6%

22.2%

15.4%

14.1%

20.6%

31.5%

34.6%

37.2%

31.7%

23.9%

50.4%

45.9%

34.0%

32.2%

37.9%

29.3%

0% 20% 40% 60% 80%

10～20代

(n=34)

30代

(n=181)

40代

(n=315)

50代

(n=320)

60代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

22.7%

12.7%

32.7%

25.0%

19.4%

6.9%

31.2%

40.3%

41.0%

46.3%

44.5%

33.7%

41.1%

43.6%

21.3%

20.6%

23.3%

26.1%

0% 20% 40% 60% 80%

10～20代

(n=34)

30代

(n=181)

40代

(n=315)

50代

(n=320)

60代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

5.7%

12.2%

18.1%

14.4%

18.1%

25.0%

28.4%

31.5%

36.2%

42.2%

33.0%

22.5%

61.0%

51.9%

41.3%

35.0%

36.1%

24.3%

0% 20% 40% 60% 80%

10～20代

(n=34)

30代

(n=181)

40代

(n=315)

50代

(n=320)

60代

(n=227)

70歳以上

(n=276)

利用したことがある

知っているが、利用したことはない

知らない
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問 26 「利用したことがある」を選択した方で、過去１年間の利用がある方のみお答えください。

利用頻度についてお聞きします。（○はひとつ） (n=各施設) 

 

図 148 区民利用施設の利用頻度 

 

 

（２）区民利用施設の利用頻度 

 

 

■全体の傾向 

「ほぼ毎日」、「週に１回程度」、「月に２、３回程度」、「月に１回程度」を合わせた『月に１回以

上』の利用者が、「老人福祉センター」では４割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.5

0.2

0.1

0.1

0.3

2.6

3.6

7.7

2.8

4.1

0.1

3.4

0.2

1.7

5.6

4.1

1.5

2.6

2.3

1.3

7.1

7.7

8.4

3.2

0.8

7.3

1.0

7.6

5.0

7.0

5.2

1.8

6.5

4.5

17.9

3.8

13.6

3.7

2.6

8.0

2.5

7.0

5.0

11.1

6.7

7.0

10.2

6.5

4.5

14.3

100.0

53.6

61.6

74.4

59.0

68.3

58.5

60.1

53.5

58.2

64.0

64.8

55.8

54.5

35.7

61.5

21.1

27.1

21.9

22.2

27.9

24.9

24.3

24.3

28.4

24.6

22.7

27.3

36.4

21.4

19.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都筑図書館 n=931

プール n=805

都筑公会堂 n=734

地区センター n=675

鴨池公園こどもログハウス n=477

コミュニティハウス n=301

都筑スポーツセンター n=301

地域ケアプラザ n=243

子育て支援センター Popola（ポポラ） n=134

スポーツ会館 n=114

区民活動センター n=88

福祉保健活動拠点 かけはし都筑 n=77

親と子のつどいの広場 n=44

老人福祉センター n=28

つづきMYプラザ n=26

横浜北部ユースプラザ n=1

ほぼ毎日 週に1回程度 月に2、3回程度

月に１回程度 年に数回程度またはそれ以下 無回答

『月に１回以上』の利用者が「老人福祉センター」では４割超 
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Ⅲ． 調査票 
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